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平成28年度 第２回長野県観光振興審議会 議事録 

 

 

１ 日 時：平成29年２月17日（金）14時30分から16時30分 

 

２ 場 所：長野県庁議会棟 第一特別会議室 

 

３ 出席者 

［委 員］青木 悟、金澤武彦、木村 宏、小堀明夫、清水愼一、鈴木ともこ、 

波潟郁代、西澤正樹、花岡利夫、家高里永子、横山タカ子 （敬称略） 

［長野県］観光部長 吉澤 猛、観光参事兼山岳高原観光課長 玉井裕司、 

観光誘客課長 塩原一正、信州ブランド推進室長 塩川吉郎、 

国際観光推進室長 遠山 明、観光機構専務理事 竹村元尋、 

観光機構事業統括本部長 原 一樹 

 

４ 議事録 

（玉井山岳高原観光課長） 

それでは、定刻になりましたので、ただいまから、今年度第２回目になります「長

野県観光振興審議会」を開会させていただきます。 

本日、会長であります清水委員を初め11名のご出席をいただいてございます。４名

の委員さんにつきましては、ご欠席のご連絡をいただいているところでございます。 

今日の予定につきましては、おおむね２時間ということで、４時半を目途とさせて

いただきたいと思っております。 

それでは開会に当たりまして、観光部長吉澤からご挨拶をさせていただきます。 

 

（吉澤観光部長） 

皆さん、こんにちは。観光部長の吉澤でございます。長野県観光振興審議会の開会

に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。委員の皆様方には、大変お忙しい中、

本日の審議会にご出席いただきまして、心から御礼申し上げるところでございます。

どうもありがとうございます。 

昨年でございますけれども、大河ドラマ「真田丸」の放送や飯田お練り祭り、諏訪

大社御柱祭、全国植樹祭、全国「山の日」記念大会など、まさしくイベントイヤーで

ございました。その大規模イベント等を最大限活用して、国内外への情報発信と、そ

の誘客効果を波及させるために、交通関係事業者と連携した周遊事業など、県、市町

村、観光関連団体、事業者と連携した誘客促進に取り組んできたところでございます。 

観光庁の宿泊旅行統計調査によりますと、昨年１月から11月までの各月速報値の集

計におきましては、延べ宿泊者数は1,682万9,000人となりまして、善光寺御開帳が行

われました平成27年と比較しますと5.9％の減少となってございます。これにつきまし

ては、全体としますと、冬期間の雪不足、そして夏、特に９月の天候不順が大きく影

響したものと、私ども、考えてございます。 
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一方、インバウンドでございますけれども、同じ期間、昨年１月から11月までの外

国人延べ宿泊者数でございますが、こちらは107万人となりまして、前年の同期間と比

べまして21万6,000人、率にいたしますと25.3％の増加となってございます。こちらは

４年連続で過去最高を更新すると同時に、初めて100万人を超え順調に推移していると

ころでございます。 

今年でございますけれども、地域で生じている課題や県民ニーズを的確に把握し、

スピード感をもって主体的・積極的に課題解決を図る組織といたしまして、現在、10

の広域に地方事務所がございますけれども、これにかえまして４月に地域振興局を設

置してまいります。さらに、この後詳しくご説明いたしますが、７月から９月にかけ

まして、県とＪＲグループと観光関係者、市町村が一体となって推進いたします大型

観光キャンペーン「信州デスティネーションキャンペーン」が実施されます。まさに

今年は、今後の本県観光を飛躍させる「観光地域づくり」を推し進める大きな節目と

なる年と考えてございます。 

こうしたことから、またこの後ご説明いたしますけれども、独自の価値でございま

す「山岳高原」を活かした「住んでよし、訪れてよし」の観光地域づくりを進めるた

めの当面の方針として「「観光地域づくり」推進方針2017」を策定いたしまして、取り

組むべき５つの方針を明確にし、全庁的に取り組んでまいります。また、この推進方

針と連動する形で、先週、２月８日に来年度予算案を公表したところでございます。 

本日の審議会では、長野県議会２月定例会に提出いたします平成29年度予算案の概

要のほか、先ほど申し上げました「「観光地域づくり」推進方針2017」などにつきまし

て、説明をさせていただきます。委員の皆様から忌憚のないご意見と格別のご協力を

賜ることをお願い申し上げまして、開会のあいさつとさせていただきます。本日はよ

ろしくお願いいたします。 

 

（玉井山岳高原観光課長） 

それでは、早速、議事に移らせていただきます。議長につきましては、会長が務め

るということになってございますので、清水会長、よろしくお願いいたします。 

 

（清水会長） 

皆さん、こんにちは、お世話になります。大変お忙しい中を、このようにたくさん

の方々にお集まりいただきまして、ありがとうございます。今、観光部長からござい

ましたように、本日は、まず来年度の観光地域づくりの推進方針、あるいは予算案、

信州デスティネーションキャンペーン、それらにつきまして、その展開の中身に関し

まして、皆さん方のご意見をいただきたいということでございます。 

それから後段の方は、現行の観光振興計画がいよいよ５年経ちまして、新たなプラ

ンをつくらなければいけないということになりますし、知事からも、今後のいわば観

光振興のあるべき姿について、いろいろな意見を求められてございますので、少し長

いスパンで、長野県における観光、あるいは観光によってどういう地域づくりを行っ

ていくのかということについて、皆様方から自由なご意見を賜りたいというように思

いますので、よろしくどうぞお願い申し上げます。 
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それでは、早速、議事に入りたいと思いますけれども、お手元の議題の（１）「観

光地域づくり」推進方針2017、（２）平成29年度当初予算（案）の概要について、（３）

信州ＤＣについて、（４）訪日外国人旅行者の現状について、（５）「銀座ＮＡＧＡＮＯ

～しあわせ信州シェアスペース～」の運営状況について、ここまで一括して事務局か

らご説明をいただいて、その後、ご意見・ご質問をお伺いしたいと思います。それで

は事務局、よろしくお願いいたします。 

 

（玉井山岳高原観光課長） 

山岳高原観光課長の玉井と申します。よろしくお願いいたします。座って説明させ

ていただきます。私からは、最初に資料１をお願いいたします。「観光地域づくり」推

進方針2017でございます。昨年６月に県の観光戦略推進本部を設置させていただきま

した。これは前回ご報告をさせていただきまして、清水会長にもご参加をいただいて

いるところでございます。その本部会議を昨日開催させていただき、この方針を確認

させていただいたところでございます。 

ここで2017とさせていただいていることにつきましては、当面の方針という意味合

いがございます。29年度、先ほど清水会長からお話がございまして、県の総合計画が

来年度議論され策定をされるという運びになっております。その中でも、当然、観光

のあり方、振興のあり方が議論されてくるということでございます。ただ、そこまで

議論なりいろいろな実施を待っておりますと、信州ＤＣ、せっかく実施されるという

ところでございますので、その間これをしっかりやっていくと、切れ目なくやるとい

う意味合いで、推進方針2017とさせていただいているところでございます。 

そういった意味合いでこの方針の位置付けにつきましては、信州ＤＣが本番を迎え、

あと地域振興局がスタートします。地域振興局につきましては、今ある地方事務所を、

県の現地機関の調整機能を強化する形で地域振興局に改組するというものでございま

す。ですので、地域の観光地域づくりにつきまして、地域振興局が強く推進をしてい

く役割を担うというふうにも考えてございます。方針の位置付けにありますように、

オリンピック・パラリンピックが開催される2020年までを大きな目標、姿としまして、

考えているところでございます。 

ローマ数字Ⅰにつきまして、独自の価値、先ほど部長からも申し上げました。長野

県の優位性につきましては「山岳高原」だと。これを最大限活かした観光地域づくり

をする。四季の変化に富んだ「気候」、「自然」、それから「歴史・文化」、健康長寿を

育んだ「食」といったものに着目しながら、観光地域づくりを進めていくというもの

でございます。またあわせて、ユニバーサルな視点で誰もが楽しめる、そういった旅

の環境を提供していきたいという方向性でございます。 

具体的な方向につきましては、５つの方針がございます。方針１から方針５までご

ざいますけれども、推進体制の強化につきましては、県の観光機構につきまして、し

っかりとＤＭＯ機能を強化していくということでございます。また、地域におきまし

ては、複数市町村で構成する、そういった広いＤＭＯについて創設を支援してまいり

たい。また３として、地域振興局を中心として観光地域づくりの推進をしていく。こ

れにつきまして、右下の戦略本部の枠をご覧いただければと思いますけれども、地域
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振興局、現地機関も本部の中にメンバーとして参画をして、県一体となって進めると

いう体制を構築するものでございます。 

方針の２でございます。発信力の強化。当然のことながらマーケティングに基づく

プロモーションを行っていきます。また、増加著しいインバウンドにつきまして、相

手国市場の特性に合ったプロモーションを展開していきます。また、新たな旅という

ことで、アウトドア、ヘルス、ユニバーサルの視点で旅を提案していくというもので

ございます。 

方針３でございます。観光投資の促進ということでございます。２月９日に、県全

体で規制改革に取り組むということで規制改革推進会議が発足してございます。その

際、テーマを「観光地域づくり」ということにさせていただいたところでございまし

て、そこに寄せられた提案につきまして、検討をしていくというものでございます。 

方針の４、人材育成確保につきまして、ＤＭＯ職員の育成確保でございます。これ

はリーダーになるべく人材を養成していくというものでございます。また、継続とい

いますか、充実強化でございますけれども、観光地域づくりマネジメント塾、おもて

なし塾など展開をしてまいります。 

方針５、インフラ・受入環境整備でございます。これは他部局と連携しながら、サ

イクリングロード、あるいは、書いてございませんが、観光地域内の歩道であります

とか、登山道でありますとか、そういったものの整備を進めていく。また３にござい

ますように、自然公園の利用計画の見直しなどを含め、積極的な活用を図ってまいり

ます。 

右の方に移ってまいりますけれども、「信州ＤＣ」を起点として「観光地域づくり」

を展開と書いてございます。この意味合いにつきましては、信州ＤＣを単なるキャン

ペーンとして一過性のものにはしないという意味合いでございます。ここを起点とし

てしっかり観光地域、みんなが集まるように、そういった地域づくりの出発点になる

と、そういう意気込みでございましす。信州ＤＣにつきましては、「世界級リゾートへ、

ようこそ。山の信州」とさせていただいております。訴求テーマにつきましては、メ

インテーマを「大自然がもたらす「癒し」」とさせていただいております。それに加え

るものとして、「アウトドア」、「歴史・文化」、「食」というふうに展開をしてまいりま

す。主なコンテンツにつきましては、ご覧のとおりでありますけれども、例えば癒し

につきましては、長野県は宇宙県、長野県は健康長寿県といったものをしっかりアピ

ールしてまいりたいと思っております。 

そういった訴求テーマに沿いまして、地域独自の価値の共有・発信をしていく。そ

ういった過程において、地域のマネジメント体制につきましても機運の醸成をしてい

くというものでございます。それが信州ＤＣとしての活動でございますけれども、そ

れをしっかり支えるものとして推進本部と、観光部・各部局、地域振興局、それから

観光機構で支えていくというものでございます。 

続いて次のページをお願いいたします。このページ、次のページにつきましては、

今ご覧いただきました方針１から方針５まで、予算を伴う事業、それから予算は無い

けれども、今申し上げたような取り組む方向性といったようなものを掲載させていた

だきました。 
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例えば方針１、推進体制強化１につきましては、観光部・ＤＭＯ構築事業というも

のを入れてございます。また方針２、発信力強化の１につきましては、観光部・信州

デスティネーションキャンペーンキャンペーン事業を入れてございます。また２につ

きましては、戦略的な外国人旅行者の誘致推進事業というものを入れさせていただき

ました。また３でございます。新たな旅の創造、ここはほかの部局が持っているコン

テンツ事業も含めて連携をしていくという部分でございます。 

おめくりいただきまして、方針３の観光投資促進の２の下にございます、観光振興

規制改革相談デスク（仮称）でございます。先ほど県全体で規制改革推進会議を設置

しましたということを申し上げましたけれども、観光部内にもそれにしっかり連携す

る、あるいは向き合うということで、ワンストップの窓口ということで設置をしたい

と考えているものでございます。 

それから人材育成確保支援ということで、２にございます観光地域づくりマネジメ

ント塾、これを継続しながらやってまいりたいと考えております。 

方針５につきましては、ここは、多くは他部局との連携を進める分野でございます。

１については、ここは建設部の歩こう！走ろう！観光地の歩道グレードアッププラン

事業ですとか、あるいは３にございます環境部の事業ですとか、さまざま他部局とも

連携をしながらしっかり進めてまいりたいと考えてございます。 

資料１につきましては以上でございまして、続いて資料２、当初予算（案）の概要

を続けて私から最初説明をさせていただきます。１枚めくっていただきまして、29年

度当初予算（案）の概要がございます。予算総額、一般会計につきましては、103.1％

ということで若干伸ばさせていただいたと。課別の内訳、山岳高原観光課につきまし

ては、96.6％でございますけれども、これは、今年度登山安全条例の施行に伴いまし

て、登山道入り口に看板などを設置するという事業がございまして、それが無くなっ

たということでございます。観光誘客課につきましては、信州ＤＣの展開のための事

業を盛りまして、ここで増額をしてございます。 

予算案のポイントでございます。先ほど28年の状況は部長から申し上げたわけです

けど、ここには27年の状況を掲載させていただいております。27年は善光寺御開帳の

効果もございまして、前年から１割程度増加したものでございます。また外国人宿泊

者数につきましては、昨年１月から11月で100万人台を突破したというような状況でご

ざいます。 

続いて２ページでございますけれども、これは先ほど申し上げた推進方針2017に従

って、柱でそれぞれ事業をぶら下げているものでございます。これにつきましては、

先ほどと説明がかぶりますので割愛させていただきます。 

私のほうから、また５ページをお願いいたします。先ほど申し上げましたＤＭＯ構

築事業でございます。２の（１）地域ＤＭＯの構築支援ということで、ＤＭＯリーダ

ー養成塾を実施してまいりたいと考えております。 

また、県ＤＭＯ構築促進ということで（２）でありますけれども、専門人材の採用

ということで、マーケティング、インバウンド、観光地域づくりの専門人材を採用し

てまいりたいと考えております。それからマーケティング調査、一番の肝でございま

すマーケティング調査でございますけれども、対面式アンケート、Ｗｅｂアンケート、
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それからビッグデータを活用する、そういった調査を実施してまいります。それから

ＤＭＯアドバイザリーグループ運営ということで、有識者の皆さん、会長初めとして

有識者の皆さん、アドバイスを受けるという体制のための費用でございます。 

続いて６ページ、お願いいたします。山岳遭難防止対策事業でございます。こちら

はなかなか毛色が変わってございますけれども、山岳県長野ということで、そのベー

スとなる安全をしっかり確保するというための事業でございます。 

遭難件数につきましては、現状の右側のグラフをご覧いただきまして、平成28年は

そこに掲載されておりませんが、データはでてございます。272件の件数、303人の遭

難者ということで、27年、ここ数年、同じような水準で動いているというものでござ

います。 

課題としまして、経験が浅い、それから未組織である、あるいは中高年、要するに

体力が伴わない、あるいは経験・技術が伴わないと、そういった山を選んで入ってい

る方がいらっしゃるのかなということがうかがえるものでございます。 

７ページに、取り組みたい対策でございますけれども、情報提供ということで、安

全登山の啓発事業をしっかりやっていきたい。「信州 山のグレーディング」を含めて、

講師を派遣しながら普及していくものでございます。それから山際での直接指導とい

うことで、常駐パトロール隊、これは夏山・秋山に設置をしてまいります。特に夏山

につきましては、50日間という長期間、山際といいますか、山の中に入りまして指導

をしているものでございます。あと相談員の活動支援ということで、地区遭対協が行

うものの支援でございますとか、夏山診療所、救助救護体制ですけれども、これは大

学の医学部が山小屋の中に診療所を設けると、そういった場合の支援でございます。

私からの説明は以上でございまして、続いて説明させていただきます。 

 

（塩川信州ブランド推進室長） 

信州ブランド推進室長の塩川です。私からは、資料の８ページから10ページまでを

ご説明させていただきます。座って説明させていただきます。まず８ページの信州ブ

ランド普及・発信事業でございますが、この事業は目的にもございますように、信州

ブランド戦略に基づきまして、信州ブランドの普及浸透に向け、ブランドに関わる関

係者との意識共有を図るとともに、県内外に向けた発信活動を展開するものでござい

ます。 

課題としましては、２にございますように大きく２つあると考えておりまして、１

つは、信州ブランド戦略の認知度が県政モニターアンケートで目標80％としていると

ころなんですが、まだ未達成という状況でございます。それから２つ目でございます

けれども、地域ブランド調査という調査によりますと、愛着度、自慢度の全国順位が

低下しておりまして、ブランドにかかわる関係者間の意識共有、インナーブランディ

ングというようなことも言っておりますけれども、その不足があるというように感じ

ているところでございます。 

３の事業内容でございますけれども、（１）の普及浸透に向けた取組としましては、

インナーブランディングを進めるために、行政職員や地域づくりのキーパーソン等を

対象に、県下10広域でワークショップを開催するというものでございます。続きまし
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て（２）の情報発信の取組でございますが、こちらはホームページとかフェイスブッ

クの運営によりまして、県民参加型のプロモーションを展開するというのが１つです。

それから２つ目としましては、長野県魅力発信ブログということで、地方事務所ごと

に持っておりますブログを使いまして、地域の魅力ある情報をタイムリーに発信する

ことで、県産品の購入や観光誘客などにつなげていきたいというものでございます。

それから３番目でございますけれども、ブランディングを進めていく上で専門的な見

地から助言をいただきたいということで、非常勤の特別職という形で、参与という形

で採用を考えているところでございます。 

続きまして、９ページをお願いいたします。信州首都圏総合活動拠点運営事業でご

ざいます。こちらは、いわゆる銀座ＮＡＧＡＮＯの運営に関わるものでございます。

単なる物産館ではなくて、信州のヒト・コト・モノをトータルに発信して、首都圏の

方と、多くの人とシェア（共有）をするということで、設置されたものでございます。 

課題としましては主に３つあると考えておりまして、１つが、2020年の東京オリン

ピック・パラリンピックを見据えて、外国人の取り込みがまだ不足しているというこ

とでございます。それから２つ目が、銀座ＮＡＧＡＮＯを訪れる方の年齢層が、比較

的若い方が少ないというようなことがございます。その辺を強化していく必要がある

ということを考えているところであります。それから３点目でございますが、これで

銀座ＮＡＧＡＮＯ、３年目を迎えておりますので、単なるイベントへの参加だけでは

なくて、そういった方を長野県内に誘引していく取組が必要であると考えているとこ

ろでございます。 

３の事業内容でございますが、（１）の銀座ＮＡＧＡＮＯ発信事業の実施といたし

まして、来年度新たに取り組むものとして、信州のヒト・コト・モノ総合案内事業と

いうことで、まず１つは、季節ごとのお勧め商品や県内で行われている観光キャンペ

ーンなどの情報を来館者の方に積極的に伝えていく役割を担う総合案内スタッフを配

置したいというものと、それからインバウンド向けに、特に外国人の方は口コミによ

る効果が高いというようなことを聞いておりますので、まずは在京の大使館等と連携

いたしまして、国内にお住まい、特に在京ですね、に住まわれている外国人の方に、

まず銀座ＮＡＧＡＮＯなり長野を知っていただくという取組を進めていきたいという

ように考えております。 

続きまして、さらなる浸透を図る取組といたしまして、地域誘客・誘引支援事業と

いうことで、これは今年度から実施しているもので、また後ほど詳細をご説明させて

いただきますが、首都圏の在住者の方に、地域課題について、一緒に考えていただく

という取組でございます。事前に銀座ＮＡＧＡＮＯ等を使って地域課題について勉強

いただき、その上で現地を訪れていただいて、地域課題についての提案をいただくと

いうようなものでございます。これはメディア等とのタイアップにより行いたいと考

えているところであります。 

そのほか、広報・広告基幹事業以下は、月々、お手元のほうに配布しております「つ

なぐ」という冊子、これ等を引き続き発行していくものでございます。 

次の10ページでございますが、（２）の管理運営費につきましては、銀座ＮＡＧＡ

ＮＯの館の賃借料や、運営について助言をいただいているアドバイザー会議の開催経
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費などでございます。 

６の達成目標ですが、今年度まで年間35万人という目標を設定させていただいたと

ころですが、これまでの来館者数を踏まえて、29年度は78万人という目標を設定させ

ていただいたところでございます。私のほうからは以上でございます。 

 

（塩原観光誘客課長） 

観光誘客課長の塩原と申します。よろしくお願いいたします。私からは11ページと

12ページについて説明をさせていただきます。着座にて失礼させていただきます。ま

ず11ページでございます。本年７月から９月にかけて本番を迎えます信州デスティネ

ーションキャンペーン、信州ＤＣについての予算概要について、ご説明をさせていた

だきます。冒頭、部長のあいさつの中にもありましたけれども、昨年は諏訪大社の御

柱祭ですとか、「真田丸」ですとか、長野県が非常に盛り上がった１年であったわけで

ございます。この盛り上がりを継続させまして、長野県の観光消費額の増加につなげ

ていくということが、信州ＤＣの大事な役割だと考えております。 

信州ＤＣのコンセプト等につきましては、後ほどまた別の資料でご説明申し上げま

す。１の目的でございますが、本県独自の価値である「山岳高原」の強みを活かし、

「癒し」を中心としまして、「アウトドア」、「歴史・文化」、「食」の４つをテーマとい

たしまして、信州ならではの夏の楽しみ方を提案し、「滞在・周遊型」観光の推進につ

なげてまいります。 

２のキャンペーン実施期間でございます。前回、平成22年の信州ＤＣ以降、実施を

してきました、年間を通じた「しあわせ信州観光キャンペーン」と一体的に実施をす

ることによりまして、信州ＤＣ、夏の期間を中心に、１年間を通じた観光プロモーシ

ョンを展開してまいりたいと考えております。 

３、信州ＤＣの実施主体でございますけれども、県、市町村、観光協会、交通事業

者等、134団体で構成をいたします信州キャンペーン実行委員会を中心に、関係機関と

連携しながら実施をしてまいります。 

事業内容は４に記載をしてございます。（１）から（３）までが誘客宣伝事業でご

ざいます。（１）の①、７月１日のオープニングイベントでは、長野駅を中心に県下各

地でも開催を計画していただいているところでございます。また、ＤＣ直前の５月か

ら６月にかけましては、東京・名古屋・大阪・金沢で観光キャラバンを実施してまい

ります。 

（２）のメディア広報でございますけれども、昨年開設をいたしました「信州ＤＣ

公式サイト」の内容を充実するとともに、引き続きＷｅｂプロモーションを実施いた

しまして、例えば旅行、アウトドア、健康、グルメ、こういったものに関心の高い層

をターゲットといたしまして広告を掲載しまして、公式サイトへの誘導を図ってまい

りたいと考えております。また、海外メディアの招聘、あるいは外国人ブロガーの活

用等、インバウンドも意識をしてまいります。 

（３）宣伝資材活用展開でございます。全国のＪＲの駅ですとか、あるいは旅行会

社、また県内の観光案内所・道の駅、こういったところに配布するポスター・パンフ

レットを制作してまいります。 
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（４）県内機運醸成としての受入体制整備でございます。「おいしい信州ふーど（風

土）」に代表されます県産食材を活用した料理と、それに合う地酒・ワインを「信州山

ごはん＆地酒」と称しまして、旅館・ホテルを中心に提供をしていただきます。また、

県下各地でのおもてなしイベントの実施、現在、７万５千人ほど登録いただいており

ます「信州ＤＣおもてなし隊」による、企画列車等に対する「手を振ろう！運動」に

加えまして、県下各地で「花いっぱい運動」、あるいは観光地の環境美化活動を実施し

てまいります。 

最後、５ですけれども、県としては、実行委員会の負担金といたしまして、１億1,000

万円を予算要求しているところでございます。 

続いて12ページをお願いします。木曽観光復興対策事業でございます。１、目的で

ございます。平成26年９月の御嶽山噴火災害によりまして、木曽地城の観光にはいま

だ深刻な影響が残っておりますので、来年度も引き続き、地元主体の観光プロモーシ

ョンを支援してまいりたいと考えております。 

２の現状と課題の（２）にございますように、これまでの観光復興対策によりまし

て、木曽地域全体としては、前年より観光客は戻ってきつつございますけれども、特

に御岳ロープウェイなど御嶽山周辺では、データがここに記載をしてなくて申し訳ご

ざいませんけれども、昨年４月から９月までの観光客延べ利用者数が噴火前の平成25

年と比べましてまだ４割に留まっているという厳しい状況が続いております。 

そこで、３にございます木曽観光復興対策協議会、こちらは木曽郡内の町村、観光

協会、商工団体に県も加わる形で構成されておりますけれども、県としては、負担金

として4,000万円を予算要求しているところでございます。 

４の事業内容でございますけれども、（１）御嶽山麓における宿泊割引による誘客

キャンペーンの実施、（２）木曽地域へのバスツアー造成に対する助成、（３）木曽福

島・南木曽・塩尻駅などＪＲの主要駅から観光地を周遊するタクシープラン。これに

つきましては、今年度、既に８コースを設定しておりますけれども、認知度がまだま

だということで、ＰＲの強化、販売促進策等を実施してまいります。 

成果目標でございますけれども、木曽地域の観光利用者数、観光消費額を平成31年

までに平成26年の10％増ということで設定をさせていただいております。木曽地域の

皆さんと連携を密にしながら、より効果的な支援をしてまいりたいと考えております。

説明は以上です。 

 

（遠山国際観光推進室長） 

それでは、私、国際観光推進室長の遠山と申します。どうぞよろしくお願いたしま

す。私からは13ページの戦略的な外国人旅行者の誘致推進事業について説明をさせて

いただきます。着座で説明をさせていただきます。 

冒頭、部長のごあいさつの中にもありましたように、外国人旅行者の宿泊者につき

ましては、昨年１月から11月までの状況ですけれども、107万人ということで初めて100

万人を突破したという状況でございます。 

事業の概要でございますが、１の目的にございますように、急増する訪日外国人旅

行者をさらに県内に誘致するために、中国などと東アジア、また成長著しい東南アジ
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ア等を主なターゲットに、広域的な連携に留意しながらプロモーションを強化すると

いうことでございます。 

２の取組方針でございますけれども、まず１つ目は、欧米市場と東南アジアの新興

市場への参入ということで、アメリカ・イギリス、そして潜在市場として、今後の訪

日旅行が期待できるフィリピン・ベトナム市場、こちらの方にもアプローチをしてい

きたいと考えております。 

取組方針の２つ目ですけれども、長野県の強みを活かした、そして市場の特性に応

じたプロモーションの実施ということで、本県の強みであります自然、アウトドア、

歴史・文化、こういったものを活かした商品造成を提案しながら、県内への長期滞在

と消費拡大を図ってまいりたいと考えております。 

３つ目は、情報発信の強化でございます。近年、影響力の強いＳＮＳ等での情報発

信ということで、来年度は新たにアウトドアコンテンツでありますとか、各種の体験

プログラム、こういったものの動画を作成いたしまして、Ｗｅｂでありますとか、ネ

ット番組等で情報発信をしていきたいと思っております。 

３の事業の内容でございますけれども、ざっくりしたくくりにはなっておりますけ

れども、対象市場ごとにターゲットや訴求テーマ、そして効果的なプロモーション活

動・事業、このようなことを前提にしながら行うことを基本としております。 

まず東南アジアにつきましては、主に雪や紅葉などの美しい自然、そして伝統文化

などをテーマに、現地でのセミナー・商談会の開催や、旅行博への出展、また旅行会

社やメディアの招請などを行ってまいります。特に、現在、タイに現地コーディネー

ターを配置しておりますので、そういったコーディネーターによる現地での情報発信

でありますとか、ネットワーク化にも引き続き力を入れていきたいと思っております。 

東アジアにつきましては、記載のとおり、自然、アウトドア、歴史・文化など、そ

のようなものを訴求テーマに記載の各種事業を行います。特に、近年、中国におきま

しては、冬季オリンピックを控えまして、スキーの愛好者が急増しておりますので、

そういったスキー客の誘致にも力を入れてまいりたいと考えております。 

そのほか、新たな市場であります欧米市場に対しましては、アウトドアや日本文化

体験の魅力の発信、東南アジアの新興市場につきましては、まずは旅行会社へのアプ

ローチによる認知度の向上等々、図ってまいりたいと思います。いずれにしましても、

国・地域ごとにそれぞれ戦略を定めまして、効果的なプロモーションを選択し、展開

をしてまいりたいと考えております。国際観光推進室からは以上です。よろしくお願

いします。 

 

（塩原観光誘客課長） 

それでは、引き続き資料３をお願いしたいと思います。信州デスティネーションキ

ャンペーンでございます。既に今年度、プレＤＣということで始まっておるわけでご

ざいますけれども、今回の信州ＤＣ、何を目指していくのかと、何をコンセプトとし

ていくのかということを、改めて整理をさせていただいたものでございます。 

今回、策定をされました「「観光地域づくり」推進方針2017」におきまして、今回

の信州ＤＣを起点として、本県独自の価値である「山岳高原」を活かした観光地域づ
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くりを推進することとしております。そのため、「世界級リゾートへ、ようこそ。山の

信州」のキャッチフレーズのもと、信州の大自然がもたらす「癒し」を中心に、アウ

トドア、歴史・文化、食の４つをテーマとして、長期滞在型の山岳高原リゾートへの

転換を目指して取り組んでまいります。 

信州ＤＣでは、美しい空気に恵まれ、平均標高が最も高い本県ならではの満天の星

空ですとか、日本で最も多い森林セラピー基地、あるいは日帰り施設数が日本一の温

泉、こういった観光資源を活かしまして、信州の大自然がもたらす「癒し」を体感で

きる旅や、日常とは異なるゆったりとした過ごし方を提案してまいります。 

また、3,000メートル級の山々を間近に臨みつつ、多彩なコースを楽しむことがで

きるサイクルツーリズムですとか、あるいは日本随一の山岳環境を活かしました登

山・トレッキング、あるいは清流や湖での釣り・ラフティング、こういったものに代

表されるアウトドア。 

また、国宝「縄文のビーナス」などに代表されます貴重な遺産、日本遺産にも認定

をされました木曽路などの街道等、各地域に受け継がれる歴史・文化。また、信州の

山の恵みである「おいしい信州ふーど（風土）」、あるいは信州ジビエ、日本酒・ＮＡ

ＧＡＮＯ ＷＩＮＥ、こういった豊かな食の魅力を重点的にＰＲしてまいります。 

資料の下段にございます特別企画につきまして、先ほどの予算のところでも触れた

部分がございますけれども、宿泊キャンペーン、あるいは夏休みの子ども向け企画、

こういったものに加えまして、「信州 山の月間」関連イベント等、県、あるいは市町

村、あるいは各団体のイベント等とも連携してＰＲを行うなど、誘客につなげてまい

りたいと考えております。 

また、資料には記載がございませんけれども、ユニバーサルな観点から、障がい者・

高齢者・子ども連れの家族など、誰もが旅を楽しめる受入環境づくり、具体的には、

困っている観光客を見かけたら積極的に声をかける取組ですとか、あるいは観光施設

で障がい者等を優先的に入場できる等の配慮、こういったものも、関係機関に働きか

けてまいりたいと考えているところでございます。 

次のページをご覧いただきたいと思います。こちら、信州ＤＣの推進体制というこ

とでございます。先ほどからご説明してまいりましたのは、真ん中のキャンペーン実

行委員会が実施する事業を中心として説明をさせていただきましたけれども、実行委

員会の構成員であるそれぞれの機関が、どのようなことを実施していくのかというこ

とを記載させていただいております。 

詳細な説明は省略させていただきますけれども、今回のＤＣ、全国のＪＲグループ

６社との連携による大規模なプロモーションになりますので、全国規模のプロモーシ

ョン等、あるいはＤＣ期間中の企画列車、「びゅうバス」の運行等、ＪＲに計画をいた

だいているところでございます。 

また、各地域では、地方事務所、４月から地域振興局になるわけでございますけれ

ども、地方事務所ごとに、市町村、観光協会、あるいは観光事業者等とともに、協議

会、あるいは検討会議等を開催させていただいて、観光素材の掘り起こし、磨き上げ、

情報発信、こういったものも継続して行いつつ、地域の機運醸成、受入体制の充実の

ための取組を進めていただきたいと思っております。 
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先ほど来、話がございましたけれども、今回の信州ＤＣ、やはり一過性のものとし

ないために、今回のＤＣを通じまして、山の信州のイメージの定着ですとか、信州の

強み、これを新しい旅の楽しみ方という形で定着をさせていく。また、全体としてお

もてなしの向上を目指していきたいと考えております。以上でございます。 

 

（遠山国際観光推進室長） 

続きまして、資料４をご覧いただきたいと思います。資料４、訪日外国人旅行者の

現状についてでございます。これは、第１回目の審議会でもださせていただきました

が、その後の経過ということでご覧をいただきたいと思います。 

まず１の全国の訪日外客数の状況でございます。グラフにございますとおり、日本

政府観光局公表の推計値でございますけれども、昨年、平成28年の訪日外国人の数は

2,403万9,000人で、過去最高の訪日者数となっております。要因といたしましては、

クルーズ船の寄港数の増加、また航空路線の拡充、もちろんこれまでの継続的なプロ

モーション、それとビザの解禁等々が主要な原因と考えられております。 

市場別で見ますと、下の表になりますけれども、特に中国は前年比で28％増の637

万人ということで、全市場では初めて600万人台に達しておりまして、昨年に引き続き

最大の訪日旅行市場となっております。また、韓国が初めて500万人、台湾については

初めて400万人を超えまして、これに香港を加えた東アジア４市場、合計では1,700万

人を超えておりまして、東アジアは全体の72.7％といったような状況でございます。 

次にその下の２番、長野県の外国人延べ宿泊者数の推移でございます。先ほども申

し上げましたが、まず、一昨年につきましては94万7,000人で、前年比で43％増で最高

となったところでございますが、昨年１月から11月につきましては107万人ということ

で、これは前年比で125.3％となっております。これは５年間で約５倍というようなこ

とで、順調に拡大をしているといったことでございます。 

下段の国・地域別の順位でございますけれども、まだ28年の実績が公表されており

ませんので、直近の27年の数値となっておりますが、これについては１回目の審議会

で説明をさせていただいたところでございます。記載がなくて申し訳ないのですが、

１月から11月までの状況でございます。国別の順位になりますけれども、台湾・中国

は順位としては同じですけれども、そのあとに香港が３位となっております。以下、

オーストラリア・タイ・韓国といった順になっておりまして、特に28年につきまして

は、台湾と香港がいずれも40％を超える伸びということになっているほか、タイ・イ

ンドネシア・シンガポールなどの東南アジアもいずれも大きく伸びたという状況でご

ざいます。 

主な要因ですけれども、まず昨年の春先といいますか、１月から３月までにつきま

しては、春節を中心とした中国・香港・台湾・シンガポールが大きく伸びたというこ

と。また、桜の時期がちょうど東京の桜の時期と重なったというようなことで、特に

台湾・香港からの個人旅行者が伸びたということ。また、雪不足ではございましたが、

オーストラリアからのスキー客の旅行者が堅調に推移したということが前半の状況で

す。 

４月から６月については、立山黒部アルペンルートへの台湾からのお客が増加した
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こと。また、東南アジアも全体的に伸びております。夏場につきましては、夏、学校

休暇でありますとか夏休み等々で需要が拡大いたしまして、特に松本・小布施・奈良

井・軽井沢への香港・台湾からの旅行者が増えていること。10月・11月につきまして

は紅葉ということで、特に香港、台湾、東南アジアが伸びたというような状況です。

以上でございます。 

 

（塩川信州ブランド推進室長） 

それでは続きまして、資料５の方をお願いいたします。「銀座ＮＡＧＡＮＯ～しあ

わせ信州シェアスペース～」の運営状況についてでございます。まず１番の来場・販

売の状況でございますが、27年度の欄の括弧内の数字との対比でご説明させていただ

きます。来場者数は前年度の62万2,275人に対しまして、67万4,857人と約８％増加し

ており、オープンからの通算では延べ180万人もの多くの方にご来場いただいておりま

す。 

一方、販売額につきましては、前年度を12％ほど下回っております。昨年度は秋口

からふるさと割による販売額増加の顕著な効果が見られましたが、今年度はそうした

いわゆる特需がないことが大きな要因であるというふうに考えているところでござい

ます。今後も引き続き魅力的な商品の充実や１人当たりの購買単価が高い傾向にある

メンバーズカード会員、こういったものを増やすこと等により販売額のより一層の増

加を目指してまいりたいと考えております。 

次に次ページをご覧ください。２番の地域に与える経済波及効果でございます。平

成27年度における店舗売上額や商談会の成約額、あるいは旅行代理店への営業による

送客数などの実績数値を基に、銀座ＮＡＧＡＮＯ全体の県内経済への波及効果の試算

を、民間調査会社に委託して実施いたしました。その結果、波及効果につきましては、

約25億600万円となり、設置目的に沿った形での一定の成果があらわれてきているもの

と考えているところでございます。 

続きまして、３の新たな取組の状況についてでございます。こちらは先ほど来年度

予算の中でご説明をさせていただきましたが、地域誘客・誘引支援事業の今年度版と

いうことになります。今年度、銀座ＮＡＧＡＮＯでは、首都圏在住者への新しい提案

として、県内の地域課題をともに考えるという企画を情報雑誌社とのタイアップによ

り展開させていただきました。 

企画のテーマといたしましては、（１）に記載しましたとおり、首都圏在住者から

見た魅力の再発見、信州「姨捨の棚田」のリ・デザインと題しまして、（４）に記載の

団体の協力等を得て、８月から10月にかけて実施をいたしました。 

（５）の取組の内容でございますが、大きく３部構成となっておりまして、まず第

１部が事前のワークショップを８月に銀座ＮＡＧＡＮＯで実施いたしまして、千曲市

職員の方から千曲市の概況説明を行っていただき、また棚田保全団体の代表の方から

は棚田の現状や取組についてご説明をしていただきました。 

その後、次ページになりますが、イのところでございます。９月に第２部といたし

まして、このワークショップの参加者による現地への体験交流ツアーを１泊２日で実

施しまして、棚田での稲刈りやはぜかけ体験等を行っていただくとともに、地元住民



 

14 

 

や千曲市の行政職員を交えた棚田談義を行っていただきました。さらにウですが、10

月には第３部としまして、現地での体験や談義をもとに、棚田をリ・デザインすると

いう観点で、各参加者から提案を行っていただくワークショップを開催いたしました。 

この取組による事業の効果でございますが、（６）に記載しましたとおり、今回の

企画は大変参加者に好評でありまして、銀座ＮＡＧＡＮＯの新たな活用事例の創出に

つながったのではないかと考えているところでございます。また、参加者からは、定

期的に集まり地域との関係を深めていきたいとの声が聞かれるなど、銀座ＮＡＧＡＮ

Ｏが目指している関係地づくりですとか、コアな信州ファンの増加に貢献できたもの

と考えております。 

加えまして、全国販売の雑誌社とのタイアップをしたことにより、雑誌への記事掲

載を通じまして、信州の魅力や銀座ＮＡＧＡＮＯの取組を全国の読者に伝えることが

できたものと考えております。 

今後もこうした取組を積極的に行いながら、信州の魅力の発信と県内への誘客を促

進してまいりたいと考えております。信州ブランド推進室から以上でございます。 

 

（清水会長） 

はい、ありがとうございます。かなりの分量でございましたけれども、ご意見・ご

質問、お伺いしたいと思います。どなたでも結構でございますが、いかがですか。は

い、では木村委員さん、どうぞ。 

 

（木村委員） 

ご説明ありがとうございました。私から幾つか。日本人の観光客がだいぶ減ってき

ている中で、外国人の観光客が伸びているという状況をご説明いただきましたが、外

国人観光客の場合は、不安定な要素も多分に持っており、いつ来なくなるかというよ

うな状況もある中で、長野県観光の安定、またさらに稼げる観光という意味では、滞

在日数を増やしていくということが一つ命題かと思います。 

それから、消費単価を上げていくということだと思うのですが、それは、物を買っ

てもらうとか、さらに何かもう一つお金を落とすものを用意するということもそうな

のですが、やっぱりその質を上げた、質の高いサービスを提供することで、その高付

加価値のサービスを提供して、その消費をしていただくというようなことが大事だと

思います。 

具体的に、こういった滞在日数を延ばすための施策とか、それから、以前もちょっ

と申し上げたのですが、滞在するという視点で考えると、宿泊施設とか飲食店がさら

にその延泊ができるような空間をつくったりとか、食事を提供するとか、滞在プログ

ラムを提供しなきゃいけないわけですが、このあたりの具体的なその政策が今回みえ

てこなかったものですから、例えば宿泊施設・飲食店、それからその滞在日数を増や

すための施策ってどんなものがあるのかというのを一つ伺いたいのということです。 

それから世界水準の山岳高原リゾートを目指すということなのですが、訪日外国人

のターゲットは、アジア、東アジアに向いていますけれども、やっぱり世界水準とな

ると、今、世界水準のリゾートで過ごされている方は、欧米の方がまだ主だと思うの
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ですけど、世界水準と言っていながら、どうして世界水準になっていくのかという、

そのあたりの考え方というか、そこもお示しいただければありがたいかなと思ってい

ます。 

 

（清水会長） 

何人かいただいて、はい、どうぞ、西澤委員。 

 

（西澤委員） 

すみません、西澤です。よろしくお願いします。具体的な項目で29年の当初予算の

木曽観光復興対策事業なのですけれども、たぶん長野市で仕事をしていらっしゃる方

は、やっぱり北陸新幹線で、ＪＲ関係で誘客を図るのですけれども、どうしてもその

木曽が中心だと、名古屋とかの方ですと、ＪＲ東海さんだけでなく、どうしてもその

自家用車を使った高速での誘客というのも図っていかなければいけないかなと思いま

す。実際、この29年度の木曽観光復興対策事業を見ると、宿泊とか、貸切バスとか、

タクシーとかで、もう少し自動車を利用した誘客対策がみえてこないような感じがし

ます。 

例えば一つの例として、ＪＴＢさんがやっていらっしゃるような、ホテルと高速を

パッケージにすると、高速が何か50％くらい割引になるというようなプランも販売も

しているというお話を聞いたことがありますし、木曽に関しては、やはりバスとＪＲ

と、もう一つは自家用車を利用したその高速対策も何か考えていただけるといいのじ

ゃないかなとは思っております。以上です。 

 

（清水会長） 

はい、横山委員さん。 

 

（横山委員） 

資料３の交通事業者ということなのですけれども、観光ガイドタクシープランの充

実とか、それからレンタカー利用者へのプレゼント企画とか、どういうものが充実な

のか、どういうものがプレゼント企画なのか、聞かせていただきたい。東京から長野

に来る方というのは、「大人の休日倶楽部」みたいなものに割と入っていない。私たち

みたいに東京の方へ行く者、田舎の人の方がそういう優待みたいなものを持っていて、

東京から来る人たちは割とそのままのお金で新幹線に乗ってきて、そしてこの長野県

内を歩くのに、やっぱりタクシーとかバスを利用します。やっぱり高齢になってくれ

ばなってくるほど、バスでなくすぐタクシーでっていう感じで、レンタカーなんかと

ても借りて運転するなんていうことは、高齢になるとそういうことができなくなって

きますので、これからもっと高齢化社会になりますし、長野へ来たときの足の便利さ

みたいなものをもっと充実していただけたらいいなと思いました。 

去年の秋に、長野の旅、東京からお呼びして長野をご案内したのですけれども、あ

るタクシー会社が5,000円を超えた分は半額になるという、良いタクシー会社が長野に

ありまして、それを利用しましたら、10人ぐらいで本当にどこへ行っても１人1,000



 

16 

 

円ぐらいだけで乗り回しができたのですね。前もってマイクロだとか大型のバスをお

願いしておきますとものすごく高上がりになるのですが、そういう利用の仕方をする

と、もうとても長野を回るのにお安くてよかったというように喜ばれました。何かそ

ういうことも考えながら、このプランを教えていただけたらありがたいです。以上で

す。 

 

（清水会長） 

ほかの方、いかがですか。波潟委員。 

 

（波潟委員） 

すみません、波潟です。２つあります。世界水準の山岳リゾートを目指すというと

ころと、戦略的な外国人旅行者の誘致推進事業で、各国別の主な取組とか、どういう

ようなものを打ち出していくかということの記載があるのですけれども、何かこれを

見る限りは、あまりこの世界水準の山岳リゾートというのとリンクしてないような気

がします。たぶん、世界水準の山岳リゾートというのは、ラグジュアリーな、ハイエ

ンドな人に来てもらうというところから、もう少し下のランクだけれども、ちゃんと

お金を払うという、質の高いところまで狙えるという、そのイメージというか、コン

セプトづくりは、ニセコもそうですが、これから重要だと思っています。それを長野

が目指す中で、この国別というマーケティングはもちろん必要なのですけれども、そ

こをどうリンクさせて、来たことによってどうブランド価値を上げているかというこ

とが、いま一つ見えてないなということ。 

あとやっぱりアメリカ・イギリス、フィリピン・ベトナムは、全体の市場からいう

と有効な市場であるということはもちろんわかるのですけれども、それをなぜ長野で

新たなターゲットとして加えたかということで、その重点地域や国がどれかというこ

とと、それに対して何をしたいかということと、それは山岳リゾートをどういうよう

に付加価値としてプランニングしていくかということの、全体のストーリーみたいの

がもうちょっとわかるといいなと思いましたし、わかればちょっと説明をしていただ

きたいということ、これがまず第１点です。 

もう一つですけれども、そもそも、ちょっと蒸し返すみたいで、マーケティングを

やっていると素朴な疑問をどうしても追及したくなるのですけれども、信州という言

葉で信州ＤＣキャンペーン、デスティネーションキャンペーンというのがある一方で、

長野という言葉があって、たぶん、地図とか、外国人が見ると、信州という言葉は出

てこないと思うのですが、信州デスティネーションには、当然のことながら、対外国

人に対するＰＲもできていく中で、どういうように言葉を使い分けていくのかという

こと。 

あと、ちょっとこれから発表するところなのであんまり言えないのですけれども、

台湾人に対して、最近、調査をして、東北のいろいろなたくさんの地名を言って、認

知度と行ってみたいかどうかということを聞きました。そうしたら何か、青森ってい

う言葉は、非常に、最も東北の中で認知度が高い言葉なのです。これはどうしてかっ

ていうと、やっぱりリンゴとか、あとは、具体的に弘前とかもあるのだけど、やっぱ
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り桜だとか、マグロだとか、そういうことが全部集約されている中で、この信州とい

う言葉と長野という言葉の使い分け、あるいは本当にこう、さっき若い方がいらっし

ゃらないというように言っていたのですけど、果たして信州って若い人たちが本当に

好きになるのかなっていうのを、これだけＩＣＴとか、社会がこう激変したりとか、

「ポケモンＧＯ」とか、そういうことで、新しい旅の動機づけがある中で、もう一度

その言葉っていうのは、長年議論されているのかもしれないけれども、時代も変わっ

て、社会も変わっているので、もう一回何かこうきれいに、今の認識を整理した方が

いいんじゃないかなと思いました。 

 

（清水委員） 

鈴木委員どうぞ。 

 

（鈴木委員） 

鈴木です。よろしくお願いします。全体的には、やっぱり満遍なく薄く、いろいろ

なものをちょっとずつ底上げする施策という印象を、正直なところ受けました。信州

は本当に広くて、魅力的なモノやコトがもう点在していますし、対象とする市町村の

バランスというのも考慮しないといけないのかもしれませんが、ある程度、目玉とな

る資源を選択して集中しないと、全部が中途半端で、悪平等になってしまうように思

いました。 

人というのは、旅行に行くときに、重い腰を上げて、そこにお金と時間を費やすた

めの関心度のラインみたいなものがあって、それを例えば80とすると、関心度70のも

のが10カ所ありますと提示されても行動には移さないと思うのですね。それが１カ所

でも100のものがあれば、実際に旅に出かけて、そして旅に出かけた以上は、その周り

にある関心度60の場所にも立ち寄るようになる。旅先の選択というのは、そういうも

のじゃないかと私は考えています。 

簡単に言いますと、目玉に対する施策というのが必要で、現状の目玉の魅力をもっ

と高めるか、それらに匹敵する新しい目玉をつくるかという、その２択だと思います。

例えば前者、今ある目玉の魅力をもっと高めるというと、例えば上高地に鉄道を通す

ぐらいのことをすれば、もう関心度、それこそ一気に500、それこそ世界的な山岳リゾ

ートになると思うのですが、それは現実的ではなかなかできないことなのかもしれま

せんが、後者、これから匹敵する新しい目玉としましては、これも何回か申し上げて

いますが、松本から白馬に「しまなみ海道」に負けないサイクリングロードを整備す

ることとか、あと乗鞍岳の畳平の観光開発、あるいは乗鞍から下山するだけのサイク

リングツアーの整備、登らなくていい、ただ自転車で3,000メートルの絶景を眺めなが

ら下りられるというようなものが本当につくることができれば、目玉になり得ると思

います。そういった確固たるリーダーシップをもって、ブルドーザー並みに強力に進

めるというような、戦略的な不平等というのが必要なのだと感じました。 

あともう一つ、目玉を選択するというお話をしましたが、今度はお金のかからない

話として、意識の問題がなおざりになっているのじゃないかなと感じました。以前、

スイスの友人を松本に案内したときの話なのですが、蔵の多い中町を歩いていたら、
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何でこんな良い場所に車をこんなビュンビュン走らせるのかとあきれていたのですね。

ヨーロッパというのは、歩行者専用の石畳の広場や歩道があちこちにありまして、路

上でパフォーマンスをやっている人がいて、そこに人が集うなんていう情景がありま

す。スイスというのは、古くから徒歩を前提とした都市が成立していたそうなのです

が、長野県内の主要都市というのも、まさに、完全にそれと同じだと思うのですね。

徒歩を前提に成立した町なのに都市交通に対する考え方が、ヨーロッパのものではな

くて、何もない荒野に町をつくったアメリカと同じものを採用しているというのが、

歩く観光、本当、町をじっくり楽しんで、そこに滞在して味わうということができに

くくなっているのじゃないかなと感じました。 

例えば東京の六本木のように、もう町を完全につくり変えるなら、そういった考え

方もあるのですが、けれど、信州は、せっかく古いものを生かそうとしているのに、

人が歩く前提で形成された町の良いところをわざわざ壊して、挙句、道路が狭いと文

句を言っているような状態なので。私は小さい子どもが２人いますが、子どもと一緒

に安心して買い物できる場所というのが、町なかには極端に少ないのがすごく残念に

思っているのですね。結果、積極的には行きたくないのだけど、ショッピングモール

内が子どもの手を離しても歩けて一番安全となってしまっているという皮肉が生じて

いるので、つまるところ、観光政策のもう一つの集約点として、まちづくりと一体化

するというところに行き着くと思うのです。東京を目指して、東京の縮小、劣化版の

地方都市にするのか、何らかの意思を持って特色のある、信州ならではという町をつ

くっていくのか。 

最近、アメリカのポートランド、すごく人気が高まっていますが、訪れた人は、こ

の町、何か楽しそうだな、いいな、住みたいなと思ってもらえたら、かなり熱のこも

ったもうリピーター、ファンになると思うのですね。それで移住者というのも増えて

くると思います。それこそ若い世代に向けたＰＲにもなりますし、観光客を対象とし

たマーケティングやブランディングやコンセプトというのもすごく大切なのですが、

同じように、今、県内にいる居住者を対象にして、自分たちの町をどういうふうにし

ていきたいのかというのを、具体的なプランを掲示して問いかけていくというのも、

観光という視点からも大切なのではないかなと思います。現状にはそういった視点が

ちょっと物足りないなと感じました。あと幾つかあるのですが、もし時間があればま

た後半にお願いします。 

 

（清水会長） 

では今までの分で、ご回答をよろしくどうぞ。 

 

（玉井山岳高原観光課長） 

ではすみません、何人か分けながらお話をさせていただければと思います。まず資

料１の推進方針を見ながら、最初の木村委員のご指摘、おっしゃるとおりかと思いま

す。観光部の、あるいは観光振興の究極の目的は、消費額をとりあえず上げて地域を

元気にすることだと思っております。そういった意味で、それぞれ消費単価を上げる

とか、滞在日数を増やす、要するにその地で時間的な消費を多くしてもらうという取
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組なり仕組み、工夫が必要かなと思っています。 

この推進方針は、とりあえずちょっと戦略の一歩手前という感じでつくってござい

ます。県庁、各機関の、一緒の方向を向こうねという、そういう感覚で、今つくって

ございますけれども、今後、そういった各地域において、滞在していただくとか、あ

るいは体験をしてもらうという仕組み、実は地域振興局の中で観光地域づくりをして

いくということになってございまして、その中で、観光機構、それから観光部、要す

るに本部一体になってそういった工夫をしていくということの始まりが、これからか

なと実は思っております。 

そういった意味で、一つ、滞在を増やすという意味では、実は広域的な取組が必要

なので、体制として広域的なＤＭＯの構築を支援していきたい。あるいはマーケティ

ングに基づくプロモーションでありますとか、観光投資の部分では、実は先ほどちょ

っと説明を落としましたけれども、観光関連施設という意味合いでは、今後、地域の

合意の前提ですけれども、いろいろなホテル誘致とか、そういった取組も、今後、必

要なのではないかと思っています。 

あるいはインフラの部分でサイクリングロードと書いてございますけれども、実は、

サイクリングというのが、非常に有効な、長野県の魅力なり、あるいは資源になり得

ると思っております。ダウンヒルなり、ヒルクライムなり、あるいは平坦な道を、い

ろいろな人が抵抗なく入れるのがサイクリングであるかなと思っていまして、ちょっ

と予算的には、ちょっと情けない状態ですけれども。今、サイクリングの関係者とも、

事務的にはいろいろ意見交換をさせていただいているところでございます。そういっ

た取組、ぜひ、今後、つなげていきたいなと私は思っております。 

それから、先ほど戦略的な不平等、まさにそういうことかなと。地域のこれだとい

う資源については、徹底的にそれを中心にやっていくという取組も、それはそれで十

分必要なことではないかと思ってございます。 

あと、それぞれ発言しますので、お願いします。 

 

（塩川信州ブランド推進室長） 

それでは私から、先ほど波潟委員のほうからお尋ねがありました、「信州」と「長

野」の言葉の使い分けというような点について、ご説明させていただきます。実は言

葉の使い分けにつきましては、平成25年３月に策定しました信州ブランド戦略の中で、

特に国内的には「信州」というような言葉を使っていくこととしています。あと海外

戦略等、海外を意識した場合には、やはり長野オリンピックでの知名度がありますの

で、ローマ字の「ＮＡＧＡＮＯ」とか、カタカナの「ナガノ」を使っていくという使

い分けをしてきているところでございます。 

特に観光面では、以前のさわやか信州のイメージが、世代によって違うのだとは思

いますが、まだ強く残っている部分がありまして。そういう意味では、多少、インバ

ウンドの関係で状況も変わってきておりますので、考えていく余地はあるかと思いま

すが、一応、整理とすれば、そういうような整理をさせていただいているところであ

ります。 
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（塩原観光誘客課長） 

すみません、先ほどＤＣの関係で、観光ガイドタクシープランの充実、レンタカー

利用者へのプレゼント企画について具体的にというお話がございました。現在、長野

県に信州観光ガイドタクシー協議会というのがございまして、県内、例えば長野であ

れば、長野から、例えば戸隠を回って小布施を回ってという、運転手さんがガイドを

しながら回るというような観光ガイドタクシーというのが、幾つかメニューがござい

まして取り組んでおります。ＰＲがまだ十分できていなかったり、価格が通常に比べ

てどのぐらい安いかとか、その辺のメリットがまだ十分伝え切れてないというような

ことで、その辺のＰＲも工夫していく必要があると思いますけれども、こういったガ

イドタクシーのメニューの充実。 

あるいは、先ほど木曽復興の中でも触れさせていただきましたけれども、これとは

別に、旅行会社さんが企画をしているタクシープランというのも幾つかございますの

で、そういったもののメニューをそろえたり、ＰＲを一緒にさせていただくというこ

とを考えたいと思っております。 

また、レンタカー利用者へのプレゼント企画というのは、県内のレンタカー会社何

社かで連携をしまして、今、計画をしているものがございますので、それについてこ

こに書かせていただいたということでございます。 

それから、先ほど木曽復興の関係で、やはり自家用車対策というお話がございまし

た。二次交通の充実というのは、課題と認識はしてございますけれども、自家用車に

関しましては、木曽に限ったことではございませんが、現在、ＮＥＸＣＯ、中日本と

東日本が連携して、今回、首都圏発で２泊３日、あるいは１泊２日、乗り放題プラン

というようなものを実施していただいております。現在行っているものは、４月まで

の期間でございますけれども、こちらにつきましても、今年のＤＣに向けて、同じよ

うなことをやっていただけるようにお願いしているところでございます。 

 

（遠山国際観光推進室長） 

それでは、インバウンドの関係、幾つかいただいております。まず木村委員からい

ただきました、滞在や消費拡大の視点からの施策ということですが、私から木村委員

に言うまでもなく、今、市場のトレンドとして、個人旅行化というようなことが進ん

でおり、それに伴ってリピーター化が進んでおりますので、ゴールデンルートから地

方へという形の中で、いかに滞在型の体験型テーマを情報提供して来ていただくかと

いうのが一つのポイントにはなっているかと思います。そういう意味では、資料では、

アウトドアや自然等といろいろ書かせていただきましたけれども、一つの手法といた

しましては、やはりそういったものについて、個人旅行者に対応した情報発信をどう

するかという意味では、ＳＮＳとか、ブロガーとか、そういったものが、今、中心に

なっておりますし、また、旅行会社に対しても、キーエージェントに対して細かく、

いわゆるその個人旅行者向けのディープな情報、プレミアムな情報をいかに定期的に

提供していくかというようなこと、今、力を入れてやっているところでございます。 

また、長期滞在の受け入れという意味では、やはりこういった宿泊施設の多様化と

いいますか、いわゆる、泊食分離でありますとか、長期的な宿泊に対応した料金体系
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をつくっていくとか、あるいは、最近、特に増えてますが、いろいろな地域での体験

という意味では、農家民宿も増えておりますので、そういった受入体制をやっていく

ということも必要でしょうし、もちろん快適な旅行という意味では、Ｗｉ－Ｆｉなど

の受入体制の整備というのもトータルで進めていかなくてはいけないなと思っており

ます。 

続きまして、波潟委員さんから世界水準に対応した市場の取組はどうなっているん

だというようなことをいただいたかと思います。やはりプロモーションに当たりまし

ては、一つは、いわゆるそのボリューム層に対して、どうしたアプローチをするかと

いうことと、もう一つは、そういったラグジュアリー的な世界水準的な振興というこ

とがあると思います。成熟市場等につきましては、今言ったように個人化が進んでお

りますので、そういったボリューム層をどうするかということもあるのですが、例え

ばこれからどんどん伸びる中国のスキーとか、そういったことはやっていかなくては

いけないと思います。同じ中国の中でも、ターゲットをそれぞれこう絞りながらやっ

ている部分もありますが、例えば富裕層を対象にしたメディカルツーリズムというよ

うなニーズもありますので、そういったプランについては、やはりこの高度な医療を

受けながら温泉街での長期宿泊というようなことも一緒にやっていくところでござい

ます。 

また、アメリカとかイギリスとかベトナム、なぜというのもあったかと思いますが、

アメリカ・イギリスについては、これも一般的に言われていることですが、海外市場

のトレンドをつくるとか、ブランド化については欧米の方が来るか来ないかというの

もありますので、また長期滞在もされる商品も含めるというようなことで、アメリカ・

イギリスを選定させていただいております。特にアメリカ・イギリスは、長野県でも、

今現在も、そこそこ人数も来ているということで選定をさせていただきました。 

ベトナム・フィリピンにつきましては、もちろんこれからの潜在市場ということで、

これから次の市場ということでございます。主にターゲットとしているのは、都市部

の中間層や富裕層をターゲットにしておりまして、そういったところに、先ほど申し

上げました四季とか伝統文化、そういった長野県ならではの高級感のある、質の高い

ものを提供していきたいなと思っております。以上です。 

 

（清水会長） 

一通りお答えいただきましたけれども。追加のご質問、あるいはそのほか発言なさ

れていない方のご質問・ご意見、よろしくお願いいたします。はい、どうぞ、金澤委

員。 

 

（金澤委員） 

基本的にはもう皆さんの言うとおりだと思います。特に木村さんとか波潟さんのご

意見については、私はもう大賛成だと思っています。今、国際推進室長からお話があ

りましたように、中間層を狙うって言われて、ちょっとがっかりかなと。私が泊まっ

たこともない高級ホテルというのは、今、東京にも、京都にもでてきていると思いま

す。そういったものをしっかりと把握した上でどうするのだという議論がないと、狙
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わないっていう結論がでればそれでいいのでしょうけれども、狙わないという結論は

どこがだしたのですかという、そういう突っ込みをしたくなります。 

やはり、これだけ日本人が減っていますから、スキー場のほうでも、インバウンド

でその数を稼げればいいのですけれども、インバウンドで稼げないところ、いっぱい

あります。そうすると、どうするっていったときに、単価を上げるしかないですね。

満足度が伴わない単価の上げ方というのは、とんでもない話だとは思うのですけれど

も、それを上げていかないと、やはりその生活できない。地盤というか、自分たちの

その働くというところに対してのプライドとか、そういったものも、やはりフィー

（fee）に返ってきたりとかあるわけですから、その辺も考えていただきたいなと思い

ます。 

なので、ちょっと突っ込みをさせていただくと、ご説明の中にマーケット調査が肝

というご意見もありましたけれども、そうすると、やり方を変えればちゃんと拾える

のかもしれませんが、やっぱりそのマーケット調査というのはもうボリュームしかわ

からない。何人という数になってしまう。単価というのは全然出てこない。なおかつ、

そのアンケート調査にしても、意向調査にしても、富裕層がそれに答えるわけはない。

なので、あまりその調査、調査で、そこに自分で自爆をしてしまうような、そういう

行動よりも、もう少しブランドを高めるためにどうするかというのを、ぜひ検討して

いただきたいなと思います。 

それからあと、先ほどの「信州」と「長野」の話で、これはちょっと波潟さんに反

対じゃないのですけれども、やはり、今、ご答弁いただいたような形で、スキー場業

界としては、一つは長野という、本当に答えのとおりなのですけれども、オリンピッ

クをやったという遺産があるので、それは捨てるのはもったいないだろうと。ただ、

長野と言うと、この長野市を考えてしまうというところがあるので、信州と言うほう

が、日本のほかの地方の方から見ると民度が高いとか、文化的とか、そういったイメ

ージのほうが強いのじゃないかということをスノーリゾート信州プロモーション委員

会のほうでも申し上げてきたという経緯があります。ただ、波潟さんがおっしゃるよ

うに、それは、これからＩＣＴの時代におかしいじゃないかというところも理解でき

るので、やはりここは、やっぱりどこかでもう一回皆さんで議論して、どっちがいい

んだろうという考え方が必要なんじゃないかなと思います。 

さっきのその長野市というと、私、戦略的な不平等も大賛成なんですけれども、や

っぱりそのスキー場というと、先ほど木曽とか、下のほうがあって、当時、ちょうど

長野新幹線、新幹線が長野に来るぞ、来るぞじゃない、北陸へ延びるぞという、そう

いうときのキャンペーン等で、長野市もしくは長野県、みんなが長野、長野って言い

出した。そういう時期だったものですから、国内では信州という名前を使ってくださ

いと言った事実はあります。それは報告として申し上げて、それも反対ではないんで

すけれども、やっぱり、繰り返しになりますけれども、どこかでやっぱりみんなで見

直す時期というのは来るのじゃないかなという気がいたしましたので、蛇足ですが、

報告という形で。 

一番の肝は、やっぱり波潟さんとか木村さんのおっしゃるように、単価を意識する

ような形で、ぜひ、今後、検討とか、施策を考えていただきたいと思います。 
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（清水会長） 

ほかにございますか。はい、どうぞ、家高委員。 

 

（家高委員） 

家高です。よろしくお願いします。今回のこのいろいろな表の中で、県内の前年比

とかあるのですけど、やっぱり隣県との比較というのは、私は大事だと思います。と

いうのは、今、北陸新幹線が延びていって、長野のお客様が新潟や富山のほうに流れ

ていっているのは事実でもありますし、また木曽だと、やっぱり海外のお客様は木曽

に行かないで飛騨高山、そちらのほうがネーミングが強くてそちらに行っているとい

う事実があるので、その比較ができるような表がこの会議であれば、すごく意見を申

しやすいのではないのかなというのと、あとＤＭＯを、今、県で始めて、やることは

すごくよくて、この地域の観光を一つのところから発信するというのはすごくいいの

ですけど、やっぱり木曽みたいな、すごく人数の少ないところでこれをやるとなると、

頭に立ってやるという人が、木曽郡内の人だと、やっぱりみんな商売をやっていたり

とかなので、しっかりとした人がそこの社長になってもらわないと、やっぱり偏りが

出てしまうのかなというのがすごく心配であるところです。 

あと、この山岳防災の方なのですけど、私も去年の秋から、御嶽山の登山者の入り

口で、登山者の確認というお仕事をさせていただいたのですけれども、やっぱりその

中で、お客様の、登られる方の、服装がすごく甘いなというのが事実でして、やっぱ

りこれはもうちょっとしっかりやらないと、事故が起きてからでは遅いのかなという

のがあります。また、噴火のときも、テントや道具を持っていたから命が助かったと

いう方もいますし、怪我はなく無事だったけれども、一晩過ごせなくて亡くなったと

いう方もいたので、やっぱりこういった面で、御嶽山の入り口、例えばですけど、レ

ンタルで、こういう装備が足りていなければそこで貸し出しをするというのも、一つ

の案なのかなと私は思いました。以上です。 

 

（清水会長） 

はい、どうぞ、小堀委員。 

 

（小堀委員） 

まず、質問を１点だけ。信州ＤＣは、今、もう目前に迫っていて、まさに準備が佳

境に入っております。塩原課長のところでも一生懸命準備していただいているところ

です。そこで、瑣末な質問かもしれません。信州ＤＣの予算のところで、11ページに

なります。我々、ＪＲグループは、大きな役割分担としては、大都市圏、大きなマー

ケットへの情報発信と思っておりまして、100日前ぐらいから可能な限り、なるべく盛

大に話題を提供するべく、宣伝を始めていこうと思っているところです。４番の（２）

のメディア広報のところで、①と④ですね。ここは、キャンペーン実行委員会といい

ますか、県の予算もある程度割いて、広報活動をする計画があるのかお伺いします。

この部分は我々の役割分担だと思っていて、今、一生懸命、最大限の予算を組んでい
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るところでありますので、もしそういうことであれば、非常にありがたいと思うとこ

ろであります。 

それから、信州の魅力の打ち出し方で、私の感想として聞いていただければいいの

ですが、世界水準の山岳高原リゾートを目指すという高い目標を掲げているのですが、

目前に迫っている信州ＤＣで、これに向けてどんな一歩を踏み出すのか、鈴木委員の

質問にもそういった関連があったと思うのですが、例えば登山道や遊歩道の整備、あ

るいはサイクリング道の整備といったインフラ整備には、非常に多額のお金がかかり

ますが、本当はこの辺がどんと一つ大きく一歩前に出ると、非常に売りやすいという

ように思いますが、そうは言ってもなかなか難しい事情もわかります。あくまで信州

ＤＣは、一つのきっかけになればいいなというように思っておりますので、そこは、

将来に向けて、この世界水準の山岳高原リゾートを目指すというところで、関係者が

同じ気持ちで一丸となって取り組みを進めるきっかけにしていければいいのかと思い

ます。我々も鉄道会社ですから、その中の大変重要なプレイヤーだと思っております

ので、我々としてもできるところは一生懸命やらせていただきたいというように思っ

ているところであります。 

 

（清水会長） 

はい、どうぞ、青木委員。 

 

（青木委員） 

それでは、観光地域づくりの推進方針の最初のところの確認なのですけれども、今

年、29年度から地域振興局がいよいよスタートする年という位置付けをしていただい

てありまして、非常に期待もしているのですけれども、結局、地方事務所が名前を変

えて振興局になりました。ではその後、どう変わっていくのかなというのは、やっぱ

り私たち自治体としては一番興味があるところでありまして、今まで部局がそれぞれ

あるのを、もっと部局横断的に、振興局の局長さんなり振興局に非常にそういった権

限が集約されて、今までいろいろな部局にお願いしなければいけなかったことが、振

興局の中である程度解決ができる形になるのか、そしてまた、それに伴う予算措置と

いうのはある程度期待していいのか、その辺のまずお話をいただきたいと思います。 

例えば私のところは諏訪湖の湖畔にある町でありますから、今、諏訪湖の環境のこ

とは非常に県の皆さん方も力を入れていただいてありがたいと思っていますけれども、

そこには、例えばヒシの問題ですとか、諏訪湖の問題というのは、環境部の皆さんに

もご足労いただかなければいけない。そしてまた観光資源ということになって、サイ

クリングロードを、今、計画しています。そうすると、今までの地方事務所というよ

りも、建設部の関係、建設課の関係がある。そういったことがちゃんと集約されて、

自治体と一緒に事業がちゃんと進められる形というものを、ぜひ私は期待しているの

ですけれども、そんな部分の確認をお願いしたいということ。 

それから、東京オリンピック・パラリンピックに向けてという言葉があります。こ

れは、私は東京オリンピックに向けて、長野県を非常にＰＲするには良いときだと思

っています。以前にも言わせていただきましたけど、東京オリンピックというのは非
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常に注目を世界から浴びるわけであります。先日も、スポーツコミッションの小林さ

んはじめ、非常にお手伝いをいただきましてありがとうございました。ボートの関係

の事前合宿の招致活動で、品川プリンスホテルでロビー活動をやらせていただいたの

ですけれども、かなりいろいろな世界の方たちが注目をしていることは事実でありま

すし、そういったチャンスを考えると、今までアジアにシフトしていたものを、今度、

欧米に向けて長野県をＰＲできる、非常にいいチャンスだと思っています。そういう

ように考えると、積極的にこのスポーツコミッションですとか、そういった発信、Ｐ

Ｒというものを、この機会にどうしていくんだということを、もうちょっと戦略的に

観光部全体で考えていただくと。そんな視点も大事だと思うのですけれども、その辺

についてのお考えだけ、確認をさせていただければと思います。 

 

（清水会長） 

はい、花岡委員。 

 

（花岡委員） 

私としては、２点ほどお聞きしたいと思うのですけれども、長野県観光機構のＤＭ

Ｏ化と、それから地域振興局が基本的にマネジメントしてやる広域的ＤＭＯと、それ

から地域ＤＭＯという考え方があって、一つのものとしてオペレートして、それが連

携してちゃんと動けるようなＤＭＯにしていくとしたら何が必要なのか。このままい

って、観光協会がＤＭＯという名前に変わって、その広域的な観光協会の集まりと県

全体の観光機構というのがＤＭＯ化して存在しているというような状態になりかねな

い可能性をどう排除して、ちゃんと着地型観光が具体的に動き出すように、ちゃんと

したマネジメントができるために、勉強会をやっていくというようにありますけれど

も、組織化に関する方針がどうなっていくのかということに関してお聞きしたいとい

うことと。 

もう一つ、世界水準の山岳観光都市ということで、そうあってほしいし、そうあり

たいとは思うんですけれども、今、長野県の特徴の一つとして、日本一というか、世

界一の健康長寿県ということが、もうほぼ確定してきているという状態の中で、世界

から長野県を訪れる人が、健康長寿と観光が結びつく、そういう施策的なものが、ど

ういうようにというか、もう少し魅力の一つとして、ちゃんとした理由を解明するこ

とを通して、観光客にアピールしていくことが可能なんじゃないかというように考え

ているんですけれども、その点に関してはどう考えていらっしゃるかということをお

聞きできればと思います。 

 

（清水会長） 

では今まで出たことについて事務局どうぞ。 

 

（玉井山岳高原観光課長） 

それではまた何人かでお話をさせていただければと思います。最初にインバウンド、

富裕層と単価を上げるという話がございました。当然、富裕層、選択の中に入るわけ
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でございます。特に排除して、インバウンドをやっていくとか、そういう話ではござ

いません。ただ戦略そのものを、今後、しっかり、そういったターゲットに当たるよ

うに考えていく必要はあるなと思っております。 

あと、隣県との比較、人の動きですね、なるべくつかむように、今後、整理してみ

たいと思っております。 

それからＤＭＯのリーダー、たぶん、おそらく一番のネックでございます。清水会

長にもご尽力いただいて、ＤＭＯリーダー養成塾をやっておりますけれども、要する

に人材の手当てということに関しては、まさに木曽に限らず、おそらくどこも今後の

話でございます。県の観光機構に至っても、いまだ途上であろうというように私は思

っておりまして、その機能強化というのはこれからどんどんやっていなくちゃいけな

いというように思います。木曽のご苦労されていることもいろいろお聞きしてござい

ますので、またご相談いただければと思っております。 

また御嶽の例を引きながら、登山者の安全対策。確かに登る前の情報提供とか、登

る前のチェックなり、登る前の情報の再確認というのは、非常に重要であると思いま

す。今、観光部としても、登山道入り口の看板設置とか、火山に関しては、制度的に

はございますけれども。今、危機管理部を中心にビジターセンターの検討といったよ

うなこともされております。あるいは、火山マイスターということで、そういったこ

とを普及していくような取組も、今後、具体化するということになってございますの

で、観光部としても、しっかり連携していきたいと思っております。 

それから観光地域づくりに関して、４月以降の地域振興局の役割でございます。観

光地域づくりといえば、単なるＰＲではございません。ただ移動、交通、宿泊、食事

とか、あるいはいろいろな観光コンテンツ、あるいは先ほどございました自然環境の

保全、あるいは整備とか、あるいはものづくりとか、あるいは商店街との連携とか、

さまざまな分野、産業と連携をするものであろうと思っております。まさに横断的な

取組が必要だと思っております。そういった位置付けで、横断的な課題というのは、

今後、でてくると思います。ということになれば、当然、振興局が受けとめながら、

県の現地機関を調整しながら動くという運びになろうかなと思っております。またそ

の中で、地域振興推進費ですとか、観光部の予算ではございませんけれども、そうい

ったいろいろな判断があるかなと思います。 

それからあと、いろいろなＤＭＯが重なってくるような状況があろうと。県の観光

機構をＤＭＯとしていく。あるいは広域的なＤＭＯ、複数市町村のＤＭＯもある。あ

るいは単独市町村のＤＭＯも出てくるということで、それぞれ重なり合って存在して

いいのではないかと思っておりますけれども。県の観光機構の役割からすれば、おそ

らく強みを発揮できるのは、インバウンドのプロモーションであったりとか、あと地

域支援と、先ほど県ＤＭＯの機能強化の予算の中で、地域支援という言葉がございま

した。そういったことも、今後、県の観光機構の役割になっていくのかなと。要する

に具体的な商品づくりとか、具体的な稼ぐ仕組みについて、県の観光機構が地域と一

緒にできることが、今後、出てくるのではないかと思っております。 

それからあと、世界水準の中で、健康長寿と観光との結びつけでございます。当然

のことながら、先ほどインバウンドの相手国市場向けのいろいろな戦略でございまし
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たように、健康長寿をアピールする部分は当然ございます。それからあと、地消地産

ということで、長野県の食というものですね。おそらく野菜ですとか、そういったも

のも含めて、アピールするものは当然あると思いますので、そういったものにつきま

して、信州ＤＣなりでしっかりＰＲする。あるいはその取組をまた今後につなげると

いうことも考えていきたいと思います。 

 

（塩原観光誘客課長） 

先ほど小堀委員からご質問のありました、ＤＣの予算の関係でございます。こちら

に書かせていただいたのは、県が負担金としてお支払いをして実行委員会で行う事業

でございます。それ以外に県として今日の資料にはございませんけれども、信州発信

事業というのは幾ばくかございます。来年度はＤＣが中心になってまいりますので、

ＪＲさんに大分ご負担をおかけする形で恐縮でございますけれども、県の予算も一部

使いながら、ＰＲはさせていただきたいと思っております。 

それから、東京オリンピックに向けまして、スポーツコミッションの発信というよ

うなお話がございました。昨年、スポーツコミッション、発足をさせていただきまし

て、現在、ピョンチャン、それから東京、あと2019年のラグビーをターゲットとしま

して、事前合宿の誘致ということで、幾つか海外からの視察等も入ってきている状況

でございます。なかなか、どこの国を狙うのかというところが非常に難しい部分がご

ざいます。県内の受入施設等の状況と、あとターゲットとする国、その辺を絞りつつ、

機会を捉えて海外へのＰＲを強化していきたいと考えております。 

それから、先ほど玉井から、健康長寿の関係がございました。今回のＤＣでも、癒

しの中で、長野県は健康長寿県という打ち出しをしていくと。この中に森林セラピー

とか、温泉めぐりとか、いわゆるヘルスツーリズム的な要素も入れ込んでいきたいと

考えております。県では、産業労働部を中心としまして、次世代ヘルスケア産業協議

会というのを一昨年よりつくっておりまして、その中に健康と観光の部会がございま

す。そちらでヘルスツーリズムのモニターツアーですとか、そういったこともやって

きておりますので、なかなかその個人客へのアピールが難しいという部分がございま

すけれども、しっかりＰＲをしていきたいと思っております。 

 

（遠山国際観光推進室長） 

インバウンドの関係で、家高委員から、近隣との状況はどうかというご質問をいた

だきました。都道府県別に増減等、正式に一覧表になったものはないのですが、各月

ごとには公表されているものを私どもの室でまとめたものによりますと、参考という

ことですけれども、先ほど107万人、１月から11月と申し上げましたけれども、これを

増加率で申し上げますけれども、125.3％。これは全国で10番目といった状況です。ち

なみに１番から伸び率の高い順に申し上げますと、香川、岡山、島根、福島、愛媛、

青森、佐賀と、こういった状況が続いています。これは、昨年、ＪＮＴＯの重点地域

として中国・四国地方とか東北とかあった影響なのかなとも思いますけれども、長野

県は10番目ということです。 

ちなみに近隣の状況をみますと、当県は125.3％ですけれども、石川が121％、山梨
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が110％、岐阜が107％、静岡が91％といった状況で、近隣、単に増加率がよければい

いっていうものではないのですけれども、周遊の関係もありますので。そういった近

隣に比べて増加率は高いのかなと考えております。ちなみに東京は103％、大阪116％、

京都106％、北海道122％とそういった状況です。ちょっと数字だけ申し上げて申し訳

ありませんが、また年間まとまったところで、資料提供をさせていただければと思い

ます。 

次に花岡委員から、健康長寿というお話をいただきましたけれども。確かに海外か

らも長野県の健康長寿というのは注目されております。例えば中国でありますと、本

当に、先ほども言いましたけれども、メディカルツーリズムとか、ヘルスツーリズム

といった、エージェントからの照会が多いです。また、健康長寿、なぜ健康長寿か、

そのものの視察もということでかなり来ておりますので、その辺は関係部局と一緒に

県内の先進地の視察をやっているところでございます。 

また、香港とかシンガポール、いわゆる都市型のところは、いわゆるストレス社会

ですので、いわゆるそういった健康長寿ということもさることながら、癒しとかいっ

たものを求めて照会が来ることが多いです。癒し、自然とか、温泉とか、そういった

ことのテーマを提案させていただいているところであります。以上です。 

 

（清水会長） 

よろしいですか。今、ご回答いただいたのですが、この後、次期総合５か年計画に

ついて、簡単に説明いただく中で、その後、とりわけ大きな計画に関して、またご意

見をいただきたいと思います。ではこの５か年計画については簡単でいいですから。 

 

（玉井山岳高原観光課長） 

資料６がございます。こちら、次期総合５か年計画の策定についてということでご

ざいまして、県の総合計画でございます。当然、観光振興の部分が書き込まれるわけ

でございます。次期総合計画、５か年計画の策定につきましてと、計画の位置付けに

ございますように、県民とともに策定する計画にしたいというように思ってございま

す。計画期間については、30年度から34年度までの５か年ということでございます。

スケジュール的には、来年度中につくるということでございます。 

あと、次ページ以降は参考資料でございまして、３ページがこれからの長野県のい

ろいろなイベントがありますという話でございます。2020年が東京オリンピック・パ

ラリンピックでございますし、2027年、リニア中央新幹線開業といったようなファク

ターがございます。 

また５ページについては、こちら、現行５か年計画でございまして、しあわせ信州

創造プランの組み立てでございます。観光の部分は、ちょっと右側の第４編の方針１

の２にあります、農山村産業クラスターの中にでてございます。その詳細は７ページ

以降のものでございます。こちら、抜粋でコピーをさせてもらったものでございます。

こちら、現行計画でございまして、こちらをたたき台でつくるという意味では全くご

ざいません。これは現行計画、参考で提示をさせていただきました。 

また、11ページ以降につきましては、参考ということで、長野県を取り巻く状況と
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いうことのデータをお示しさせていただいたところでございます。人口減少が続き、

若年者の転出超過というような状況もあり、あるいは高齢化が進展します。それから

経済的には成熟化して、その高い成長率では今ございませんと、そういったようなこ

とでございます。またご覧いただければと思っております。 

また、今日、いろいろ、長野県のあるべき姿といいますか、夢といいますか、長野

県観光の夢、あるべき姿、そういったものをいただければと思いまして、こういう資

料をださせていただきました。また、本日だけでなくて、また、後日、メールでも何

でも結構でございます。お寄せいただければと思っております。以上でございます。 

 

（清水会長） 

はい、ありがとうございます。では改めてですね、先ほど、来年度、戦略の一歩手

前の話なのですが、ご意見をいただく、その中で、戦略についても相当な突っ込んだ

ご意見をいただいています。改めて、どんな角度でも結構でございますから、追加の

ご意見をよろしくお願いいたします。いかがでしょうか。はい、どうぞ、鈴木委員。 

 

（鈴木委員） 

観光情報を本当にもうこれから、たぶん、今後の計画も含めまして、どんどん、ど

んどんこういろいろ発信していくというのがすごくわかるのですが、今、その発信の

仕方として、雑誌もあって、テレビもあって、パンフレットもあって、さらにインタ

ーネットといっても、ＳＮＳがあれば、旅行の口コミサイトがあったり、YouTubeから

動画を発信したりといってもう、はっきり言って情報過多だと思うのですね。それで、

その情報が多過ぎることで、かえって主体的に選択できなくなっているという人もす

ごく多いだろうなと感じています。 

その中で、本当にここに行けばこれがあるというわかりやすいイメージづくりとい

うことが、一番大事なのかなと思っていて。それはやはりビジュアル。キャッチコピ

ーをいろいろ考えたり、癒しとか、そんな絶景というのを幾ら口で説明しても、やは

りビジュアルで広がっていく、伝わる、心をつかむというのが一番だと思うのですね。

そういった意味で、やはりそのイメージづくりということを、もう本当、真剣に考え

ていただきたいなと思います。 

例えば、今、ＳＮＳのインスタグラムで、ハッシュタグ検索で、アルファベットで

上高地って検索すれば、いろいろな写真がありますが、やはり多いのは河童橋から見

た穂高の景色だと思うのですね。上高地イコールあの景色であり、あそこにあの景色

を実際に見たいと思う人が行くと思うのですが、そういった意味で、例えば満天の星

空、ご来光、雲海、絶景と言われても、それが長野県でなきゃいけない必要ってない

と思うのですよね。ほかにもいっぱいそういった星空が見える場所は日本にも世界中

にもあって、だけどここじゃなきゃいけないというのをやはり伝えるには、もうその

唯一無二の景色、ここの角度からのこの景色が必ずここで見られますということ。 

例えば、今、インターネットでちょっと話題になったのは、日本のチロルって検索

すると、飯田市の遠山郷、下栗の里が出てきますが。やはりああいったビジュアルで、

その場所のことを全く興味なくても、あの写真を見ると、何だ、これ、こんな場所、
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日本にあったのかと思って。それでそれを見た、例えばＳＮＳユーザーの人たちが自

動的にやっぱりシェアしていくのですよね。それで私も実はお恥ずかしながら、それ

であの場所を知りました。それで見た人が、実際、行ってみましたと言ってまた記事

を書いて、それがまとめサイトにも掲載されて、もう自然にそこからつながっていく。

実際、その場所の細かいことなんかは、多分、読んでないと思うのですが、もうどう

しようもなく、あの写真を見るとすごいなという、その与えるインパクトというのは、

本当に観光の価値としてこれからもっともっと重要になっていくのかなと思います。

例えば野沢温泉の火祭りとか、もう本当、私も、あれも、実際に見にいって、すごい

と一目で思ったのですが。そういったビジュアルの使い方っていうのを考えて、実際

に見たくなる、そしてシェアしたくなるというものを考えていっていただきたいなと

思いました。はい、ありがとうございます。 

 

（木村委員） 

長野県の５か年計画をちょっとお示しいただいたのですが、観光の振興基本計画も、

2018年度から次の５か年に入ると思いますけれども、この総合計画に沿って観光の振

興計画はどのように進めていくのか、何か方針等が出ているようでしたら教えていた

だきたいのと、もう１点、私、今、北海道におりまして、北海道、全国的にも話題に

なっていますが、観光地、観光業界の人手不足がかなり深刻な状況でして。特に、札

幌に、私、今、住んでいますが、客室が空いているのにお客さんが泊められないとい

うような状況があって、その人材不足によって客室が用意できないという状況なので

す。そこにその分を補填して、いわゆる費用が高くなっている、利用者の利用料が高

くなっているような状況があったりとか、特に北海道の地方に入っていきますと、も

う本当に回らないという状況があって、例えばホテルに泊まっても、アラカルトが食

べられない、もう全てバイキング方式になっている。それから、その辺にいる人をち

ょっと借りてきて、そのウエイターをしていただいているような方々が接客をしてい

るものですから、どんどんその質が低下をしていって、日本人が離れていってしまっ

ているような状況があったりします。 

その観光地域に行くと、観光協会ですら人員が確保できずに、行政に戻したという

ような状況がある中で、この長野県もどんどんと誘客が進んで、特にインバウンドが

多くなってくると、その北海道の二の舞になるのじゃないかという危惧を持っていま

して、そのあたり、次年度以降のその人材不足についての施策というものを大きく反

映していただければいいかなと思いますのと、やっぱり質を上げるという意味では、

人材確保と人材の教育ですかね。こういうものが大事になってきますので、ぜひ北海

道の事例も調べていただいて、ご検討いただければと思います。 

 

（清水会長） 

その検討するところについては、観光振興計画については、来年度、やっぱり同じ

ように策定をしていくということでよろしいですよね。 
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（玉井山岳高原観光課長） 

すみません、その振興計画と、また新たに戦略をつくっていきますので、その関係

性については、今後、整理したいと思いますので、またお示ししていきたいと思って

おります。 

 

（清水会長） 

はい、ほかにどうぞ。はい、横山委員。 

 

（横山委員） 

全く身近な話なのですけれども、銀座ＮＡＧＡＮＯで、私、月１回ずつ、信州の長

寿ご飯という教室をやっておりますが、今度も３月３日に大糸線弁当の再現をして、

昼の部と夜の部をいたします。そのときに、やっぱりそこに来てくださる方というの

は、本当に信州はすごいと。もう信州の食材はすばらしいとか、もう私たちより信州

を愛して褒めてくださるわけですね。食材も、豆１粒でも、ネギ１本でも、野沢菜１

株でも、信州の物がほしいと、そんなふうに言ってくださる方がとても多いです。で

もそのときに、もうそれで、おいしかったわ、信州って素敵ねでさよならしてしまう

のがとても惜しいので、それぞれ、いつも各市町村とコラボして、その食材を持って

きていただいて教室をやっておりますので、その折に、その市町村の方たちが、これ

をとれるところへ一緒に行きませんかっていうような旅のプランを、こことこういう

ように回って、この１泊でこんなように楽しんで帰ってこられます、今日、お会いし

た私どもが案内しますというお勧めをするというのは、とても効果的じゃないかなと

思います。 

今、鈴木さんがおっしゃったように、非常に情報過多で、その中からどの旅を検索

して自分の旅にしたらいいかっていうのがちょっと迷う中、やっぱり人と人とのつな

がりで、あっ、佐久にはこんないい人がいるんだ、こんな人たちに案内してもらえた

ら、もう一回このご飯食べたいなとか、鯉を食べたいなとか、そんなように思って、

人と人とのつながりを大事にして、その都度、人を呼び込むっていうのはいかがかと

思います。 

 

（清水会長） 

はい、ほかにいかがですか。波潟委員、どうぞ。 

 

（波潟委員） 

今、ちょうど、シニアのセカンドライフについての研究をたまたましていまして、

高齢者は昭和31年に制定されたときは65歳なのですけど、寿命も65歳だったのですね。

今も高齢者は65歳になってはいるのだけれども、もう寿命が80歳を優に超えるという

ことで、でも年金は減っていくっていう。これは、地域も都会も同じだと思うのです

けれども、地域は特にやっぱり人口減が先に早く来てしまって、それこそ観光振興す

るにもやっぱり人が足りないという中で、これからやっぱりこういう世代の人たちも

うまく活用していくと同時に、やはり雇用も確保していって、幸せなセカンドライフ
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を送ってもらえるようなことをつくる仕組みづくりというのが、まさに必要なのでは

ないかなと思うと同時に、その次世代のシニアですね。50歳から60歳ぐらいにかけて

の人たちも、やっぱりこういう現象を目の当たりにして、自分たちのセカンドライフ

をどうするかということを、割と早くから考え始めている人たちもいると思うし、法

案が通れば、副業とかだってできるような環境にもなってきていますよね。そういっ

たところで、住民の人たちの生き方というのを、観光とかそういうものを使って後押

しをするということの、世の中変わるので、そういうプランのつくり方っていうのは

必要だと思うし。 

調査をしていても、やっぱり定年退職後に働きたいという人は非常にたくさんいる

ので、その一つは、生活費のためというのもあるけれども、やっぱり社会との接点を

持っていきたいというのもあるし、あとは何でもボランティアではなくて、何という

のでしょうかね、ちょっと対価をもらうことによって責任があるっていう現象もでき

ているので、そういったこう社会の流れを踏まえた上で、住民の人たちが暮らしやす

い長野県をつくる。その派生で長野県に来てくれる人たちをどう受け入れるかという

ことを、やっぱり何か長い社会の動きの目で考えるといいなと思います。 

これもいろいろな規制改革が必要なのかもしれないのですけれども、シニアという

のは、旅行社に対して、すごくいいお客さんでもあるのですけれども、提供したい、

要は社会に貢献したい、自分たちが持っているものをあげたいという欲求もあるので、

そういったことをこう長い目で踏まえるならば、ある程度想定した上で、その提供す

るというのは自分がボランティアで説明するというのもそうだけれども、自宅の空き

をやっぱり貸したいとか、自動車の運転をして助けたいとか、本当に共有型経済とじ

わじわ来ているので、そういったところをもっとこう考えるべきなのではないかなと。

また、観光客とその県そのものの住民の暮らしをよくするということをパラレルで考

えていくということが、これからすごく必要になってくるのじゃないかなということ。 

あと、旅行をする側にとっても、やっぱり旅というのはすごく、学ぶという意味で

も非常にこう重要なものになるので、これをきちんと考えながら政策をつくるという

のは大事かなと思っています。シェアリングエコノミーとか、そういったことをこれ

からやっぱり社会の流れとして考えていくのは、非常に大切なのかなと思ったので、

そこをちょっと見ていたらということだと思います。 

 

（清水会長） 

ほかにいかがですか。よろしいですか。今までの件で何かございますか。では追加

でちょっと、どうぞ、西澤さん。 

 

（西澤委員） 

もう１年したらアフターがあると思うのですけれども、この３年間の流れというの

は、予算がどうしても単年度主義なのでしようがないのですけれども、プレをやって、

その反省のもとに本番があって、さらにアフターがあるのですけど、その辺のつなが

りというのはどうなのでしょうか。 
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（清水会長） 

ではそれを含めて、今までのご意見に対する、ご質問に対するお答え、よろしくお

願いします。 

 

（玉井山岳高原観光課長） 

そうですね、総合５か年計画にいろいろご意見をいただいたと思っております。ビ

ジュアルとか、あと今後の人手不足、人材確保の問題、こちら、非常に大きな問題で

ありまして、観光分野のみならずいろいろな分野で起こり得るかなと実は思っており

ます。それからあと、食材と旅をしっかり結びつけると、これは強みをしっかり生か

すということかなと思いますし、それからまた、これからの社会の高齢化、シニア層

の活用といいますか、さっきの人材確保、それからあとシニア層の生きがい、それか

ら地域への貢献、そういったさまざまなものを見据えながら、観光の施策を考えてい

きたいなと思っております。 

 

（塩原観光誘客課長） 

アフターＤＣ、どうなるかということです。今年度、昨年になりますけれども、プ

レＤＣということで、７月に全国宣伝販売促進会議というものを行いまして、全国か

ら600名ほど、旅行会社の方とか交通事業者の方、お招きをいたしまして、長野県の観

光素材をＰＲさせていただきました。それがもとになって、今度の７月～９月の本番

のＤＣの旅行商品造成は既にもう進んでいるという状況でございます。引き続き各地

域において、やはりプレミアム感のあるその観光素材というものを掘り起こし、磨き

上げ、こういったことを継続的にやっていただくことによって、これをまた来年以降

のアフターにもつなげていくということで、プレ・本番・アフター、３年間ですけれ

ども、これを、予算は当然１年ごとでございますけれども、ちゃんとつながりができ

るような形で、後に残るものを残していきたいと考えております。 

それから、先ほど鈴木委員からビジュアルでということですが、おっしゃるとおり

だと思います。幾ら言葉で書いてもそれは伝わらないので、ビジュアルは非常に重要

視しておりますので、今後展開してまいりますプロモーションの中で、ちゃんと考え

ていきたいと思います。 

 

（清水会長） 

時間も来たので、今日のご意見を少しまとめてみますと、今日は、大きな戦略を来

年度以降固めていきたいという前提で、来年度どうするのかということについて、来

年度の予算案とか基本方針についてご提示をいただきまして、それに対してご議論を

いただいたということだろうと思います。 

大きな戦略については、かねてから世界水準のリゾートを目指していくと、さらに

しあわせ信州をそれによって築いていくということで進めてきましたが、まだまだ十

分詰まっていない部分がありまして、この辺が不明確なために現実の施策に対して十

分反映できていない要因になっているとおもいます。そういった意味で、きちっとし

た大きな方向性をもっと詰めなければいけないのかなというように思います。 
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そういった意味で、委員のみなさんのご指摘にもありますように、世界水準のリゾ

ートを目指すという言葉とはちょっと裏腹に、現実の施策が、広く薄くめり張りがな

い、そんなやり方になっているのではないかという感じがします。何とか、大きな方

向性をもっと明確にしながら、名実ともにやっぱり質の高い世界水準のリゾートを目

指していかなければいけないのだろうなというように思っております。 

それで、この世界水準のリゾートを目指すという大きな戦略の中で、貴重なご意見

を今日はたくさんいただきましたので、これは、ぜひ観光部、観光機構としっかりテ

イクノートしていただきたいと思います。 

一つは、質の高い観光を目指すんだということですよね。ハワイ州観光局のミッシ

ョンが、質の高い観光を目指すことによって、質の高い住民の暮らしを実現するんだ

というように明確に書いてありますけれども。質の高い観光をやらない限り、質の高

い暮らしは実現できないですね。 

数を追って安売りばっかりやっていたって、旅館業者は儲からないし、お土産物屋

さんも儲からないし、タクシーも儲からない。みんなが儲からない。ですから、質の

高い暮らし、いわば質の高い経済をしっかり実現するには、質の高い観光を目指さな

ければいけないということは、明確です。今までの数だけを追って質はどうでもいい

やとやってきた、その典型が北海道と長野と新潟ですね。ここは、今相当苦労してい

ますね。その反省も含めて、どうやって質の高い観光を目指していくか。 

まずは、ブランド戦略ですね。やっぱり長野県しかない、あるいは信州しかない独

自の価値をきちっと訴えていくということ。あれもこれもじゃなくて、信州しかない

という独自の価値をしっかり尖らせていくということですね。その中で、山岳高原と

か、山岳高原がもたらしている恵みとしての世界一の健康長寿とか、そういったとこ

ろが徐々に見えてきていますが、残念ながら、まだ具体的にそれらをしっかりとみん

なで共有しようという状況にはなっていません。知事からは、独自の価値としての山

岳高原、そこがもたらす世界一の長寿、そういったところをきちっと尖らせて発信し

ていくべきだというご意見をいただいておりますけれども、まだまだ具体的に動いて

いないということでして、信州ＤＣでどこまでそれが発信できるのかということは気

にはなっていますけれども、まだまだ足りないではないかと。 

それから受入体制ですね。滞在プログラムだけではなくて、しっかりした宿泊施設

とか、足の問題とか、あるいは安全・安心な食の認証の問題とか、そういったものを

もっともっとやっていかなければいけない。全体的に第１点の質の高い観光を目指す

ということですね。 

それから２つ目に、観光地域づくりという言葉を前面に、今、出そうとしています。

要するに観光を振興することと地域づくりというのは一体なんだと。地域づくりをし

っかりしなければ、観光はできないし、観光を活用することによって豊かな地域づく

りをするんだと、これが観光地域づくりですね。ですから、観光は観光、地域は地域

なんていうことではなくて、先ほど世界一の健康長寿、これを育む食とか食生活、こ

れをツーリズム、観光にどうやってくっつけていくのかという話がありましたけど、

まさにこれが観光地域づくりの典型的な事例ですね。これをこれからしっかり頭に入

れておこうと。 
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ですから、インバウンドを増やすとか、お客様を増やすというのは、何のためかと

いったら、豊かな地域をつくっていくということで、それに資するような観光をやっ

ていくということです。そこは一過性のくだらないイベントとか、ゆるキャラとか、

Ｂ級グルメとか、あるいはくだらない、どこでもあるようなお祭りを持ってくるなん

ていうことはあり得ない話ですね。そういったことも含めて、長野県ならではの独自

の価値を観光につなげていくということが大事だろうと思いますし、あわせまして、

そういった具体化としてのインフラですね。これについても、一歩ずつ前に出なけれ

ばいけない。 

観光というのは、すぐれて、人間にやさしい町と親和性があります。人間にやさし

くない町にはお客様は行かないですね。ついでに言うと、住みやすい町というのは人

間にやさしい町ですから、当然のごとく、車優先ではなくて人間優先にしていくとい

うことですよね。残念ながらどこの駅前を見ても、あるいはどこの観光地を見ても、

みんな車優先ですね。これが北海道と長野が結果的に現在こういった事態になった一

番の原因です。ですから、やっぱり人間くさくなければ、観光というのは成り立たな

いということで、そういった意味で松本の中町の歩行者天国なんて、私、当たり前だ

と思いますし、善光寺の門前をもっと歩行者天国にするのは当たり前だというように

思っています。あるいは、そういった意味で上高地に鉄道をつくるのは当たり前だと

思いますし、諏訪湖１周をトレッキングルート、サイクリングルートをつくるのが当

たり前だと。諏訪湖１周の道路じゃなくて、諏訪湖１周のサイクリングロード、トレ

ッキングルートをつくるのが、これが当然だという考え方にならない限り、観光はで

きませんし、住みやすくならないということですね。ですから、そんなことも含めて、

地域づくりと一体化をしていくんだと。 

それから３つ目に、人手不足の話がでていましたけれども、これはある意味で、先

ほどの質を上げる観光とセットになります。儲からない旅館、儲からない観光施設を

たくさん作って、何万人も来ても、落としていただけるお金はごくわずかだと。そん

なところに人を配置しても、結果的にその人たちに対する対価は上がらないですよね。

そういったことも含めて、由布院では、全て十数室を基本にして、３万円から４万円

の単価をいただいて、結果的に人材を確保しているということですよね。そんなこと

も含めて、質を上げるという観光と人材確保とは、一体だなというように思いますけ

れども。 

これに、先ほどの、波潟委員さんからもありましたように、シニアのセカンドライ

フ、次世代シニアの方々の生きがいをどうやってつなげていくかというのは、私はセ

ットになるのだろうというように思います。世界一の健康長寿の長野県というのは、

逆に言うと、世界一のお年寄りが元気なエリアだというところにならなければいけな

いと思いますね。世界一の長寿であっても、寝たきりじゃ困るのであって、そういっ

た意味で世界一の健康長寿が必要ですが、それは同時にお年寄りが、セカンドライフ

だとか、あるいは余生においても居場所があったり、活躍する場所があるということ

になるかと思いますけれども、そんなものをこの観光において実現できたらいいかな

というように思っています。 

これに、住民が参画をするシェアリングビジネスですね。これをやることによって、
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課題が解決できるのではないかと。そういった意味で、この人手不足というのは、そ

れを奇貨として、やはり長野県らしい観光の形態、あるいは暮らしの形態をつくり上

げる好機だと思いますので、そういう意味でも、大きな戦略の中にこれを位置付けて

いったらいいのではないかなというように思っております。 

という形で、大きな戦略についてご議論をいただいて、私なりにまとめてみました

けれども、そんなことを頭に入れながら、当面の施策についてもよろしくお願いした

いなというふうに思います。 

当面の施策について、 

一つ目はＤＣについて、いろいろなご意見がございます。はっきり申し上げて、私

は、相当、ＤＣについては、異論があります。今回、「癒し」というテーマが急遽決ま

りましたけれども、具体的な中身がまだまだ伴ってないと。知事から「癒し」と言わ

れて、あたふたしながらくっつけているような段階ですから、やっぱりどうやって、

これが名実ともに「癒し」という形になるのか。これはまだまだ、時間がもう足りま

せんけれども、どうぞリカバリーをお願いしたいなと。 

単にＳＬを動かして、単にイベントやってなんていう時代はもう終わりましたね。

そんなことをやったって、山形ＤＣのようにお客様が集まらないという実態になって

いますから、そういった意味で、ＤＣは一定の限界に来ているのではないかなという

ように思っていまして。これらを含めて、長野県のＤＣはしっかりとテーマに沿って

やっていただきたい。テーマに沿うということは、長期的な戦略に沿うということな

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

２つ目にＤＭＯの問題があります。地域づくりも考え、人手不足も考え、さらに言

うと、質の高い観光も追う、それがＤＭＯです。それを、地域レベルでもやるし、地

域連携レベルでもやるし、長野県レベルでもやっていくというところが明確にならな

い限り、花岡委員さんが言うように、結局つくったはいいけど、今の自治体の観光協

会と広域の観光協議会と長野県観光協会など今までのと全く同じような無駄な形態に

なっていくというように思いますね。そんなことも含めて、この辺のＤＭＯのあり方

についても、しっかりとこれから議論をお願いしたいと思いますし、地域連携ＤＭＯ

では、地域振興局が主体になっていくということで、知事がこの間、地方事務所長会

議で明確に言っていますので、自治体と地域振興局がどうやって一体になれるかとい

うことについて、くれぐれもよろしくどうぞお願い申し上げたいというように思いま

す。 

という形で、今日は大きな戦略を踏まえながら、来年度どうするかということにつ

いてのご議論をいただきました。本当に貴重なご意見をありがとうございました。以

上で今日の審議会を終わりにしたいと思います。それでは事務局にお返しをいたしま

す。 

 

（吉澤観光部長） 

長時間にわたりまして、大変熱心なご議論、また貴重なご提言、ご意見、どうもあ

りがとうございました。最終的には、先ほどちょっと清水先生がおまとめいただきま

したけれども、質の高い観光を目指すということでの取組、そして観光地域づくり、
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これはインフラ整備も含めて行う。それで人材確保につきましては、全国の大きなト

レンドの中での、シニアの関係の有効活用も含めて取り組んでまいりたいと思います。 

また、当面の課題として、2017でお示しさせていただきましたけれども、信州ＤＣ

を契機とするということでの新しい長野レガシーづくりということをやっていきたい

ということでございますので、私どもとしますと、先ほどご指摘がありましたように、

「癒し」、これを名実あるものの形にしまして、今後につなげたいと思っております。 

また、ＤＭＯの関係につきましては、先生おっしゃったような形、現在の観光を担

う人たちの看板のかけかえであってはならないということは十分認識してございます

ので、実のある形での取組を進めてまいりたいと思います。 

また、地域振興局に関しましては、文字どおり、地域の皆様が信頼して、まず最初

の取っ掛かりとできるものとしての振興局になるということで、予算のほうも新たに

つけたわけでございますので、主体的なリーダーシップを発揮するような形、特にメ

インが観光地域づくりということになってございますので、私ども観光部も一緒にな

ってしっかりと進めてまいりたいと思います。どうも本日はありがとうございました。 


